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第１１回軽米町議会定例会令和５年度軽米町一般会計歳入歳出決算等審査特別委員会  

 

令和 ６年 ９月 ９日（月） 

午前１０時００分  開 会  

 

議 事 日 程 

 議案第 １号 令和６年度軽米町一般会計補正予算（第２号）の専決処分に関し承認を  

        求めることについて  

 議案第 ２号 岩手県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更の協議に関し議決を求め  

        ることについて  

 議案第 ３号 軽米町国民健康保険条例の一部を改正する条例  

 議案第 ４号 令和５年度軽米町一般会計歳入歳出決算の認定について 
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〇出席委員（１１名） 

   １番 田 中 祐 典 君       ２番 甲 斐 鉦 康 君 

   ３番 上 山   誠 君       ４番 西 舘 徳 松 君 

   ５番 江刺家 静 子 君       ６番 中 村 正 志 君 

   ７番 田 村 せ つ 君       ８番 茶 屋   隆 君 

   ９番 大 村   税 君      １０番 細谷地 多 門 君 

  １１番 本 田 秀 一 君 

 

  議 長 松 浦 満 雄 君（同席）  

 

〇欠席委員（なし） 

 

〇地方自治法第１２１条の規定により説明のために出席した者の職氏名  

      町            長      山 本 賢 一 君 

      副 町 長      江刺家 雅 弘 君 

      総 務 課 長      日 山 一 則 君 

      政 策 推 進 課 長      野 中 孝 博 君 

      政 策 推 進 課 主 幹      鶴 飼 義 信 君 

      会計管理者兼税務会計課長      寺 地 隆 之 君 

      町 民 生 活 課 長      鶴 飼 靖 紀 君 

      健 康 福 祉 課 長      竹 澤 泰 司 君 

      健 康 福 祉 課 主 幹      日 向 安 子 君 

      産 業 振 興 課 長      小笠原 隆 人 君 

      産 業 振 興 課 主 幹      輪 達 隆 志 君 

      地 域 整 備 課 長      神久保 恵 蔵 君 

      水 道 事 業 所 長      神久保 恵 蔵 君 

      教 育 委 員 会 教 育 長      小 林 昌 治 君 

      教育委員会事務局教育次長      古 舘 寿 徳 君 

      教 育 委 員 会 事 務 局 主 幹      輪 達 ひろか 君 

      選 挙 管 理 委 員 会 事 務 局 長      日 山 一 則 君 

      農 業 委 員 会 事 務 局 長      小笠原 隆 人 君 

      監    査    委    員      西 山 隆 介 君 

      監 査 委 員 事 務 局 長      関 向 孝 行 君 

 

〇職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名  
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      議 会 事 務 局 長      関 向 孝 行 君 

      議 会 事 務 局 主 任      竹 林 亜 里 君 

      議 会 事 務 局 主 事      山 下 海 斗 君 



- 4 - 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎開会及び開議の宣告 

〇委員長（茶屋 隆君） それでは、ただいまから令和５年度軽米町一般会計歳入歳出決

算等審査特別委員会を開会します。 

    ただいまの出席委員は１１人、全員出席であります。定足数に達しておりますの

で、会議は成立しました。 

    この委員会は、本日から１２日までの４日間の予定です。皆さんの慎重な審査を

お願いします。 

（午前 ９時５７分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇委員長（茶屋 隆君） 特別委員会に付託されました議案は、議案第１号から議案第１

２号までの１２件です。 

    議案審査の進め方についてお諮りします。議案第１号から議案第１２号までの提

案理由の説明及び監査委員の審査の意見も本会議場において終了しておりますので、

本委員会では議案番号順に議案１件ごとに審査をし、議案１２件の審査終了後に全

体的な総括質疑を行い、執行者側の退席を求め、退席後に討論、採決することにし

たいと思います。このような進め方でよろしいでしょうか。 

             〔「異議なし」と言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） ありがとうございます。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎議案第１号の審査 

〇委員長（茶屋 隆君） それでは、議案第１号 令和６年度軽米町一般会計補正予算（第

２号）の専決処分に関し承認を求めることについて議題とします。 

    提案理由の補足説明があれば説明を求めます。 

    総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君）  おはようございます。議案第１号の専決処分に関する承認に

ついてでございますが、議場で説明申し上げましたとおり、補正予算第２号は１０

月１０日公示、１０月２７日に投開票の参議院補欠選挙の執行経費ということで計

上させていただきまして、既に事務をスタートさせております。補正の内容につき

ましては、選挙関係の執行経費ということでございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） では、総務課長から補足説明がありましたが、質疑を受けたい

と思います。質疑ありませんか。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君）  これは、選挙の投票所が今度変わるわけですけれども、それに
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合わせた何かこういうふうに変わりますよということとか、あとは何かそのために

今度は投票、遠くなった方に投票しやすいようにするということを考えていると思

うのですが、その辺のところはどうなのでしょうか。予算等の関係あるかと思うの

ですけれども。 

〇委員長（茶屋 隆君） 選挙管理委員会事務局長、日山一則君。 

〇選挙管理委員会事務局長（日山一則君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    今回の選挙につきましては、投票区再編後の、２４投票区から１２投票区へ再編

したことでの執行となります。予算面で申し上げますと、報酬、選挙の立会人ある

いは管理者等につきましては半分になるというものでございますが、その代わりに

期日前投票所の新設あるいは移動期日前投票所の開設と、そういった部分もござい

ますので、若干その部分は報酬のほうで増えております。 

    また、そのほかの経費につきましては、通常どおりといいますか、これまでどお

りとあまり大差なく計上されております。 

    あと、投票区がなくなった地区への支援でございますが、全員協議会等でもお話

といいますか、ご説明申し上げましたが、なくなった１２投票区の方に対しまして

は、移動の期日前投票所ということで時間を区切りまして、３日間で各投票区、投

票所を回って投票いただくような形で支援をしたいというふうに考えております。

それにつきましては、広報等で周知してまいりたいと考えております。 

    なお、今回の投票区の再編につきましては、今月といいますか、今週に配布いた

します広報かるまい９月号にも掲載して、今回の中では投票区が再編になりました

と、移動期日前投票所による支援もいたしますというふうな内容の記事で皆様にお

伝えしたいと考えております。 

    また、来る１０月の選挙に当たりましては、来月の広報において投票がある、選

挙があるということを周知して、投票率を維持するように努めてまいりたいと考え

ております。 

    以上です。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。あと質疑ありませんか。 

    細谷地委員。 

〇１０番（細谷地多門君） 課長、確認ですが、掲示板の箇所、今まで何か所で、今度何

か所になるとかというのを確認の意味で教えてください。 

〇委員長（茶屋 隆君） 休憩します。 

               午前１０時０４分 休憩 

――――――――――――― 

               午前１０時０５分 再開 

〇委員長（茶屋 隆君） 再開いたします。 
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    今調べておりますので、数については後でお知らせいたします。 

    ほかに質疑ありませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） なければ、議案第１号の質疑を終わります。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎議案第２号の審査 

〇委員長（茶屋 隆君） 議案第２号 岩手県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更の

協議に関し議決を求めることについてを議題とします。 

    提案理由の補足があれば説明を求めます。 

    町民生活課長、鶴飼靖紀君。 

〇町民生活課長（鶴飼靖紀君）  議案第２号に関しては、補足説明はございません。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

〇委員長（茶屋 隆君） 補足説明がないということでございますので、質疑ありません

か。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） なければ、議案第２号の質疑を終わります。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎議案第３号の審査 

〇委員長（茶屋 隆君） 続きまして、議案第３号  軽米町国民健康保険条例の一部を改

正する条例を議題とします。 

    提案理由の補足説明があれば説明を求めます。 

    町民生活課長、鶴飼靖紀君。 

〇町民生活課長（鶴飼靖紀君）  議案第３号につきましても補足説明はございません。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

〇委員長（茶屋 隆君） 補足説明がないということですので、質疑ありませんか。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君）  議案第２号で質問しなかったのですが、議案第２号にも関連す

るような感じで議案第３号。マイナンバーカードと保険証廃止との関係はあります

か。マイナンバーカードに関連するような、これで。 

             〔「届出」と言う者あり〕 

〇５番（江刺家静子君）  すみません、ちゃんと読んでいなかったので、マイナンバーカ

ードで保険証との関係、私一般質問でもちょっとしたのですけれども、そういうの

との関係もありますか。 

〇委員長（茶屋 隆君） 質問の意味分かりますか。 

〇町民生活課長（鶴飼靖紀君） すみません、休憩お願いします。 
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〇委員長（茶屋 隆君） 休憩します。 

               午前１０時０７分 休憩 

――――――――――――― 

               午前１０時０８分 再開 

〇委員長（茶屋 隆君） 再開します。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君）  保険証を廃止をすると、１２月２日に廃止するということにな

っているのですけれども、それとの関連がありますか。 

〇委員長（茶屋 隆君） 町民生活課長、鶴飼靖紀君。 

〇町民生活課長（鶴飼靖紀君）  本年１２月２日より被保険者証が廃止になります。基本

的にはマイナ保険証を使って医療機関を受診する形になります。マイナ保険証をお

持ちでない方については、当面職権によりまして資格確認書というものを送付して、

そちらをお持ちになって医療機関を受診する形になりますので、被保険者証が廃止

になるということの条例改正でございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。すみません、江刺家委員、大変恐縮ですけれ

ども、マスクを外してしゃべってもらえれば、私ちょっと耳が悪いものですから聞

き取れないところもあるものですから。 

〇５番（江刺家静子君）  ちょっと私体調が悪くて、何かしゃべっているとせきが止まら

なくなるので。 

〇委員長（茶屋 隆君） 分かりました。江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君）  一般質問でもちょっと回数間違って最後の質問だったのですけ

れども、資格確認書を何か自治体によっては１年で出すとか、５年、無期限という

か、５年間使えるような資格確認書を出すというところもあるのですが、軽米町は

そこはどうなっていますか。 

〇委員長（茶屋 隆君） 町民生活課長、鶴飼靖紀君。 

〇町民生活課長（鶴飼靖紀君）  資格確認書につきましては、県からの指針で１年を上限

として発行するようにという指針が出されておりますので、そちらに従って１年間

の資格確認書を発行したいというふうに考えております。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。 

〇５番（江刺家静子君） 分かりました。 

〇委員長（茶屋 隆君） ほかに質疑ありませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） なければ、次に移ります。 
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    細谷地委員、先ほどの件、数の確認。 

    選挙管理委員会事務局長、日山一則君。 

〇選挙管理委員会事務局長（日山一則君）  それでは、先ほど細谷地委員のご質問ござい

ました、私ちょっと数字誤って記憶しておりました。訂正いたします。 

    国政選挙、県議選挙等は１８０か所から９６か所に変更になります。また、町の

選挙につきましては１２１か所であったものが９６か所に変更というふうになりま

す。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。 

〇１０番（細谷地多門君） はい。 

             〔「ちょっといいですか。休憩お願いします」と 

               言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） 休憩します。 

               午前１０時１１分 休憩 

――――――――――――― 

               午前１０時１３分 再開 

〇委員長（茶屋 隆君） 再開します。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎議案第４号の審査 

〇委員長（茶屋 隆君） 議案第３号の質疑がないようですので、議案第４号  令和５年

度軽米町一般会計歳入歳出決算の認定についての審査に入りたいと思います。 

    歳入の説明をもらい、質疑、次に歳出の説明、質疑を進めたいと思いますが、そ

れでよろしいですか。 

             〔「はい」と言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） それでは、歳入全般について補足説明があれば説明をしてもら

い、その後に質疑に入ります。 

    総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君）  それでは、令和５年度軽米町一般会計歳入歳出決算の概要に

ついて、本会議でご説明申し上げました内容に補足する形でご説明いたします。 

    資料につきましては、議案第４号関係資料、令和５年度軽米町一般会計決算の概

要についてと別冊で配布しております決算書を御覧いただきたいと思います。なお、

本会議場での説明と重複する部分がありますが、最初に決算総額について申し上げ

ます。ページにつきましては、１８９ページ、実質収支に関する調書というところ

に総額の記載がございますので、こちらを御覧いただければと思います。令和５年

度の一般会計決算額は、歳入総額が８０億３，２８３万９，０００円、歳出総額が
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７４億８３万３，０００円、形式収支、歳入から歳出を引いた額でございますが、

６億３，２００万６，０００円となりました。翌年度へ繰り越すべき一般財源３０

４万２，０００円を差引きしました実質収支につきましては６億２，８９６万４，

０００円の黒字となっています。 

    それでは、歳入決算の概要についてご説明申し上げます。別冊の決算書２８２ペ

ージを御覧いただきたいと思います。こちらにつきましては、令和５年度の歳入歳

出決算額を款ごとに当該年度、令和５年度と令和４年度の決算額を記載し、それの

増減額について表した表でございます。 

    歳入決算について申し上げます。合計は先ほど申し上げましたとおり８０億３，

２８３万８，９５２円でございまして、前年度より４億２１万９，３２７円の減と

なっております。 

    款ごとの主な増減を申し上げます。一番上、町税につきましては１，７８５万５，

１３３円の減となっております。また、中段ぐらいになりますが、国庫支出金が６

億５６５万２，８９１円の減、繰越金が８，９５６万８，９３６円の減で、一番下

の町債につきましては１億５，２４０万円の減となっております。一方、県支出金

につきましては２億４，０７９万１，３７９円の増、それから繰入金につきまして

は１億３，９８９万６，２１４円の増となっております。 

    それでは、款ごとに主なものをご説明申し上げます。決算書のほうは１１ページ

のほうへお戻りください。歳入、決算の表でございますが、予算現額、それから調

定額、収入済額、不納欠損額、収入未済額という形で表記されております。収入済

額が決算額となるものでございます。 

    町税でございますが、１４億１８９万３，７９６円となっており、こちらにつき

ましては１，７８５万５，１３３円の減となっております。主な減要因でございま

すが、固定資産税につきましては９４９万２，０８９円の増となっておりますが、

町民税の個人、法人ともに２，７４８万７，０００円ほどの減となっており、これ

が主な要因となっております。なお、町税の詳細につきましては、後ほど税務会計

課のほうからご説明申し上げる予定でございます。 

    それでは次に、決算書１３ページから１６ページについてご説明申し上げます。

１３ページから１６ページの２款の地方譲与税から９款の環境性能割交付金につき

ましては、前年度と大きな増減はございませんでした。 

    続きまして、１７ページを御覧いただきたいと思います。１０款の地方特例交付

金でございます。この地方特例交付金の新型コロナウイルス感染症対策地方税減収

補填特別交付金が３，９３４万２，０００円新たに増となりまして、合計で４，１

３８万２，０００円となっております。この地方特例交付金につきましては、固定

資産税の償却資産の関係で、先端技術の導入といいますか、そういった中での軽減
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が図られるということで、その相当部分、軽減になったものが国から補填されたと

いうものでございます。 

    次に、１１款の地方交付税ですが、前年度から１９万９，０００円微増の２８億

１，６２８万２，０００円となっております。普通交付税が３，１０５万５，００

０円減の２５億５，７１９万８，０００円、特別交付税につきましては３，１２７

万７，０００円増の２億５，９０２万７，０００円となっております。 

    ２３ページ、２４ページを御覧願います。中段以降、１５款の国庫支出金でござ

います。前年度と比較いたしまして、６億５６５万２，８９１円減の６億４０３万

８，４８１円となっております。これにつきましては、物価高騰対応重点支援地方

創生臨時交付金が１億９７８万５，０００円の皆増となりましたが、かるまい文化

交流センター整備関係の二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金が３億５，８９９

万４，０００円の皆減、また新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金が

１億４，３５６万９，０００円の減等になったことにより減額となっております。 

    それでは、続きまして２７ページ、２８ページまでお進みください。１６款の県

支出金になります。こちらは、前年度と比較いたしまして２億４，０７９万１，３

７９円増の５億７，８５３万７，５７１円となっております。こちらは、いわて子

育て世帯臨時特別支援金給付事業費補助金が２，１０７万２，０００円の皆減、参

議院議員選挙費委託金が１，１９０万７，７５６円の減となりましたが、強い農業

づくり総合支援交付金、ライスセンターへの補助事業関連でございますが、２億５，

９２０万３，０００円の皆増、また知事及び県議会議員選挙執行委託金が１，１２

７万３，３５９円の皆増となったことによるものでございます。 

    続きまして、飛びまして３７ページ、３８ページをお開きください。１９款の繰

入金でございますが、こちらは前年度と比較しまして１億３，９８９万６，２１４

円増の２億６，６７３万７，３２０円となりました。これは、財政調整基金繰入金

を９，０００万円皆増、それからふるさとづくり振興基金繰入金を５，０００万円

増としたものによるものでございます。 

    次に、４５、４６ページを御覧いただきたいと思います。２２款の町債でござい

ます。こちらは、前年度と比較して１億５，２４０万円減の１１億４，４１０万円

となっております。ライスセンター整備事業債が４，１２０万円の皆増、あと消防

防災施設設備整備事業債が２，９８０万円の皆増となりましたが、文化交流センタ

ー整備事業債が６，９５０万円の減、また町営住宅建替団地整備事業債が１億２，

１６０万円の減等により減となっております。 

    以上、歳入合計は先ほども申し上げましたが、８０億３，２８３万８，９５２円

となったところでございます。 

    補足説明につきましては、以上でございます。 
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〇委員長（茶屋 隆君） 歳入全般についての補足説明がありました。 

    それでは、歳入全般について質疑に入ります。質疑ありませんか。 

             〔「税務課の補足説明先にやったほうがいい」と 

               言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） では、税務会計課。会計管理者兼税務会計課長、寺地隆之君、

説明お願いします。 

〇会計管理者兼税務会計課長（寺地隆之君） それでは、１款町税の歳入についてご説明

いたします。 

    紙の資料で令和５年度一般会計・国保会計歳入決算説明資料という資料を配布し

てございますので、準備願います。 

             〔「紙ではないでしょう。何ページ。データだ」 

               と言う者あり〕 

〇会計管理者兼税務会計課長（寺地隆之君）  失礼しました。議案第４号関係資料でござ

います。０８の０５から始まるデータでございました。 

〇委員長（茶屋 隆君） 皆さん、大丈夫ですか。出ました。 

    では、ちょっと待ってください。 

             〔「スタートだ、委員長」と言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。 

             〔「はい」と言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） では、会計管理者兼税務会計課長、寺地隆之君、説明お願いい

たします。 

〇会計管理者兼税務会計課長（寺地隆之君）  １款町税の歳入でございます。先ほどのデ

ータの説明資料と併せて決算書のほうとともに御覧いただきたいと思います。決算

書のページは１１ページ、１２ページとなります。１項町民税、１目個人住民税、

１節現年課税分ですが、調定額２億６，２８７万５，４００円、これに対しまして

収入済額が２億５，９９７万５，６１４円、収入未済額は２８９万９，７８６円で

ございます。徴収率は９８．９０％となっております。前年度より１，５７０万８，

０００円ほどの減となっております。こちら減の要因といたしましては、納税義務

者数が６４人の減、人数としては若干のマイナスにとどまっておりますが、最も多

い所得の割合を占める給与所得者による総所得が前年度比で１億４３９万７，００

０円の減少となっておりますことから、人口減少、また高齢化によるフルタイムの

就業人口の減少、それに伴い課税の基となる全体の総所得金額が減ったことが要因

と考えております。 

    続いて、２節でございます。滞納繰越分につきましては、調定額１，６９８万５，

４７６円に対しまして、収入済額１４６万７，６７８円、収入未済額は１，４４５
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万５，６３１円となっており、徴収率は８．６４％となってございます。 

    続いて、２目の法人町民税、１節現年課税分につきましては、調定額が４，０８

２万４，２００円、収入済額は同額となってございます。昨年よりも事業所数は４

社減少、そのほか金額の大きな修正申告を行った法人がございまして、法人税割の

税額が減りましたことから、収入済額も減少したものでございます。 

    ２節の滞納繰越分につきましては、調定額５万１，０００円に対し、収入済額１，

０００円となっております。こちらは、５万円の１社分の収入未済となっているも

のでございます。 

    ２項の固定資産税です。１目固定資産税、１節現年課税分につきましては、調定

額９億９，１８５万７，１００円に対しまして、収入済額９億８，２４５万７，４

１６円、収入未済額が９３９万９，６８４円、徴収率は９９．０５％となっており

ます。土地の価格、地価の下落によりまして、土地に係る収入額は約２２７万６，

０００円の減少となっておりますが、家屋は２３３万６，０００円の増、償却資産

につきましては９８５万３，０００円ほどの増となっております。この固定資産税

のうち占める割合の高い償却資産分につきましては、営利事業を行う事業所の資産

が課税客体でございます。事業継続によりまして、徴収率を高く押し上げる納税の

完納率が高い部分ですので、固定資産税全体の徴収率も上がっているものでござい

ます。 

    ２節の滞納繰越分につきましては、６，７７８万２，８３６円の調定額に対し、

収入済額３６０万４，６０７円、収入未済額６，１８７万６，１２９円、徴収率５．

３２％となっております。 

    ２目の国有資産等所在市町村交付金及び納付金でありますが、調定額、収入済額

とも１３８万１，７００円となっております。岩手県及び岩手県医療局が所有し、

居住用として使用されている軽米町内の公社や官舎などに直接町としての固定資産

税は賦課しませんが、固定資産税に相当する金額が交付金として町の収入となるも

のでございます。前年より１万８，０００円少ない額となっておりますが、評価額

の減少によるものでございます。 

    説明資料、データの２ページ目にお進み願いたいと思います。軽自動車税でござ

います。３項軽自動車税、１目環境性能割、こちらにつきましては軽自動車の取得

時に納める税でございます。以前は軽自動車取得税交付金というものでございまし

た。現在は、岩手県が県内全市町村分をこちらの環境性能割一括で徴収いたしまし

て、それぞれの市町村へ配分しているものでございます。こちらの税額は、車両本

体価格のゼロから２％となってございまして、燃費基準などの環境性能により税率

が区分されているものでございます。調定額、収入済額とも４４７万３，２００円

となっております。前年度より１１９万２，０００円の増でございますが、取得件
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数、また登録件数、車両の入替えが主な要因となっております。 

    続きまして、２目種別割でございますが、１節現年課税分は、調定額３，７０８

万２，７００円に対しまして、収入済額３，６３８万５，３００円、収入未済額は

６９万７，４００円、徴収率９８．１２％となっております。 

    ２節滞納繰越分につきましては、調定額１６５万９，４００円、収入済額２３万

６，１００円、収入未済額１３５万３，８００円、徴収率は１４．２３％となって

おります。軽自動車全体の台数、４輪の台数につきましては、乗用が１７台の増と

なっておりますが、その他の貨物、原付ともに台数は減少しております。そのほか

の２輪車や農耕用などの小型特殊自動車につきましては、ほぼ台数が横ばいの状態

でございます。こちらの調定額及び収納額が増加となっている要因は、旧税率であ

る７，２００円が適用される古い車両が手放されまして、現在の標準税率となる１

万８００円の新規車両が増えたことによるものです。そのほか、最初の車両登録か

ら１３年を経過した車両につきましては重課税が取られまして、乗用で年税額が１

万２，９００円と上がるものでございますので、こちらの車両の増減による影響も

生じるところでございます。 

    続きまして、４項市町村たばこ税でございます。調定額、収入済額ともに７，１

０８万６，９８１円となっております。販売本数の減によりまして、前年から１７

９万円ほど減少しております。 

    次に、４税の総額でございます。説明資料データの２ページの中、項番１２番を

お願いしたいと思いますが、ここで大変恐れ入ります。こちらの資料に数字の記載

漏れがありましたので、申し上げさせていただきます。訂正申し上げます。申し訳

ございません。紙資料がないということでしたので、申し上げますので、メモをお

願いできればと思います。 

             〔「どこ、どこ」と言う者あり〕 

〇会計管理者兼税務会計課長（寺地隆之君）  こちらの２ページの項番１２の合計、資料

データの２ページ目、１２番の合計の一番右側、増減要因でございます。増減要因

の２行目となります。徴収率、前年比較の下の「Ｒ５：％」というふうな記載がご

ざいます。こちらのＲ５の後に％がありますが、数字が入るべきところでした。正

確な入るべき数字は「９３．７」。繰り返します。「９３．７」が入るべきもので

した。令和５年を意味しますＲ５の後に「９３．７％」と記載するのが正しい内容

となります。 

    すみません、もう１か所ございます。同じ行、同じ２行目の今申し上げたところ

の続きの調定額、括弧内でございます。調定額の数字を記載するべきところ、数字

が漏れてしまいました。正しい数字は、調定額の後に、そのまま申し上げます。「１，

４９６，０６０」。繰り返します。千円単位の金額でございますので、そのまま記
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入していただきたいと思います。「１，４９６，０６０」。こちらの行は、正しく

は「Ｒ５：９３．７％、調定額１，４９６，０６０」でございます。 

             〔「千円」と言う者あり〕 

〇会計管理者兼税務会計課長（寺地隆之君）  はい。単位、千円となります。こちらの資

料の訂正は以上でございます。大変申し訳ございませんでした。 

    それでは、説明のほうを再開させていただきます。今御覧いただきました項番１

２番は、４税の総額でございます。令和４年度の決算額より約１，７８５万５，０

００円、率にしますと１．２６％の減少となっております。要因といたしましては、

個人、法人に係る町民税の減収、また収納率も９３．７％ということで若干下がっ

たことによるものであります。 

    同じく資料の項番１４番、滞納繰越分につきまして説明させていただきます。こ

ちらの一番右の増減要因欄に記載させていただきましたが、令和２年度に岩手県地

方税特別滞納整理機構のほうに職員の派遣を行いました。職員が機構で滞納整理、

滞納回収の研修的なものを積んでまいりましたので、本町のほうに戻った令和３年、

令和４年度については多くの滞納整理が実施された時期となっております。こちら

で滞納整理、滞納回収を進めた結果、その後には解決がなかなか困難な案件が残っ

た状態となっておりまして、滞納解消件数等が現在伸びにくい状況となっておりま

すが、私どもとしては税の公平性の確保の観点から、引き続き県の滞納整理機構と

も連携しながら粘り強く交渉を意識し、継続しているところでございます。 

    続きまして、資料データの４ページをご用意願います。４ページは、令和５年度

の町税の不納欠損の状況について記載しておりますので、こちらご説明いたします。

こちらの表の左端は税目、２列目は理由、そこから右に順に人数、金額、適用した

条項を記載しております。一番上の段は町民税で、財産無１２名、８４万４，３８

８円、生活困窮１名、２１万７，７７９円、合計で１３名、総額１０６万２，１６

７円を不納欠損処理しております。以下、固定資産税、軽自動車税と記載しており、

普通税計と最下段、一番下の段には国民健康保険税の不納欠損の状況を記載してお

ります。 

    なお、理由の欄に記載している財産無というのは、換価して税に充てることの可

能な財産がないものであり、生活困窮とは差押え等の処分を行うと、その方あるい

はその方の属する世帯の生活維持が困難になると判断された場合のものでございま

す。同じく理由の所在不明とは、滞納者あるいは換価できる、充当できる財産の所

在が不明な場合に適用される条項でございます。地方税法の規定によりまして、こ

の３つに区分された場合に不納欠損処理ができることとされております。滞納者の

財産や資産の状況、家族構成から収入状況、生活状況等を調査いたしまして、慎重

に検討を行い、致し方ないと判断される場合、３年経過により不納欠損処理を行っ
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ているものでございます。 

    以上、町税の課税及び収納状況、併せまして不納欠損処理の状況につきまして説

明を終わらせていただきます。 

〇委員長（茶屋 隆君） 説明が終わりましたけれども、質疑を受けたいと思いますけれ

ども。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君）  財産なし、生活困窮ということであれですけれども、生活困窮

の場合、例えば国民健康保険税で生活困窮３人となっています。こういう方の生活

保護への案内といいますか、説明とか、そういうのもなさっているのでしょうか。 

〇委員長（茶屋 隆君） 会計管理者兼税務会計課長、寺地隆之君。 

〇会計管理者兼税務会計課長（寺地隆之君）  ただいまの江刺家委員のご質問にお答えい

たします。 

    納税相談というのは毎月実施しております。その際には、国保の関係の滞納をさ

れている方も当然いらっしゃいまして、聞き取りを綿密に毎回行っております。そ

の中で、どう考えてもこれはちょっと収入と生活のバランスが取れない、難しいの

ではないかというふうに判断できる方々に対しましては、こういった制度もござい

ますよというようなものについてご案内することはございます。また、二戸保健福

祉環境センターのほうからもこういった制度がございますよというような様々な生

活補助のチラシのようなものも毎年渡されておりますので、そちらも活用し、生活

保護と併せて案内しながら説明の対応に当たらせていただいております。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君）  ありがとうございます。何か生活保護を受けたらいいのではな

いかなと思う方でも、それだけはという何か世間の、それは国民としての生活保護

を受けるというのは、そういう状況にある場合は権利なのですけれども、そういう

誤解をしている人がいるので、本当に生活を立て直すためにも、ちょっと税務課な

んかでも、それは権利だということもちゃんと教えていただければなと思います。

ありがとうございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） 要望でいい。 

〇５番（江刺家静子君） はい。 

〇委員長（茶屋 隆君） そのほかにありませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） では、歳入全般について終わりましたので、引き続き歳出に入

りたいと思います。 

    歳出は款ごとを基本にしながらも、項ごと、目ごと、科目の量によって進めたい
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と思います。主要施策の説明書記載の主要事業を重点に説明をいただき、決算書の

説明を一緒にお願いすることでよろしいでしょうか。よろしいですか。 

             〔「はい」と言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） それでは、２款総務費からお願いします。 

    総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君） それでは、主要施策の説明書に沿ってご説明申し上げます。 

    資料のほうは１ページを御覧いただきたいと思います。２款総務費、１項総務管

理費、総務課担当分でございます。（２）の自治体ＤＸ推進事業でございます。決

算書につきましては、５６ページにございます。こちら決算額２４１万円となりま

した。主なものは、電子契約を導入いたしました。それによる事務効率が図られて

おります。また、ＬＩＮＥ公式アカウントの開設及び情報配信システムの導入を行

って、情報発信力の強化を図っております。 

    決算書の５６ページを御覧いただきたいと思います。中ほどより下のほうになり

ます。１３節の使用料及び賃借料でございますが、右側の備考欄の下のほう、中段

の辺りを見ていただきたいと思いますが、ビジネスチャット使用料、あとＷｅｂア

ンケートフォーム使用料、それから２つ飛んで電子契約クラウド利用料、あとＬＩ

ＮＥ公式アカウント情報配信システム使用料ということで、こちらの合計額が２４

１万円となっております。ビジネスチャットというのは、職員間同士が情報のやり

取りをしてスムーズな連携を取るということで、これは町外においても自分のスマ

ホ等でも連絡のやり取りが可能ということで、事務の効率化を図っております。ま

た、Ｗｅｂアンケートフォーム使用料につきましては、町民意識調査であるとか、

あるいは各種、町民の皆さんへ問合せする際の回答をこのフォームを使って行った

というものでございまして、令和５年度におきましては約９９０件ほど実施してお

ります。それから、電子契約クラウド利用料、これは業者との契約を電子契約で行

うということで、業者では収入印紙等が免除されるというメリットがあるというこ

とで、令和５年度においては９件の契約、令和６年度においては現在２０件ほど契

約されております。あと、ＬＩＮＥ公式アカウント情報配信については、町の情報

をＬＩＮＥで直接こちらから通知するということで、こちらにつきましても現在４

２９件ほどご利用があるという状況になっております。 

    それから、次にまた主要施策の説明書のほうに戻っていただきまして、２ページ

を御覧ください。②番、軽米町情報通信基盤設備運営事業、決算額は３，８７９万

円です。こちらは、情報通信基盤整備事業により構築した光ファイバー網を活用し

た各種情報通信サービスを継続するための維持経費等になります。 

    それから、１つ飛びまして、④、防災行政無線運営事業９７５万８，０００円、

こちらにつきましては役場からのお知らせ、気象情報あるいは災害緊急情報の連絡
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手段として、その運営事業を行ったものでございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） 取りあえず１項だけ。 

〇総務課長（日山一則君） 今１項でしたけれども。 

〇委員長（茶屋 隆君） １項で。 

〇総務課長（日山一則君） ここで終わります。 

〇委員長（茶屋 隆君） 順次担当の課長から、順次説明を。 

    政策推進課。政策推進課主幹、鶴飼義信君、お願いします。 

〇政策推進課主幹（鶴飼義信君）  主要施策の説明書の５２ページを御覧いただきたいと

思います。総務管理費の（１）、ふるさと納税の…… 

             〔何事か言う者あり〕 

〇政策推進課主幹（鶴飼義信君）  失礼しました。１ページの下段になります。申し訳あ

りません。主要施策の説明書の１ページ、決算書が５２ページとなります。申し訳

ございません。 

    （１）、ふるさと納税の推進につきましては、令和５年度につきましても引き続

きふるさと納税ポータルサイトの活用、オンライン決済を導入したカード決済、コ

ンビニ納付等を可能にすることで利便性を図り、事業を推進してございます。事業

費につきましては、合計で１，４５１万７，０００円ほどとなっております。返礼

品配送料、そのほかポータルサイトの利用に伴う委託料、手数料、使用料となって

ございます。 

    決算書につきましては５２ページから５８ページにかけて、それぞれの節にわた

っての掲載となってございます。令和５年度の寄附の実績につきましては、件数で

２，３００件、金額にして２，９５３万８，０００円となってございます。前年度

比較ですと、件数では１０６件増となってございますが、寄附金額では６．７５％

の減少となったところでございます。 

    続きまして、説明書の２ページを御覧いただきたいと思います。公聴広報活動の

①、広報かるまい、広報かるまいお知らせ版の発行につきまして、事業費５０７万

９，０００円につきましては、広報かるまいの印刷経費となってございます。 

    決算書は５８ページとなります。続きまして、１つ飛ばしまして③、かるまいテ

レビの運営事業となります。総事業費が２，３７４万３，０００円となってござい

ます。こちらは、かるまいテレビの放送運営委託及び保守業務等の委託経費が含ま

れてございます。また、令和５年度につきましては、撮影機器の更新を一部行った

ところでございます。 

    決算書は５８ページから６０ページを御覧いただきたいと思います。続きまして、

（４）、文書管理・電子決裁システム構築事業になります。決算書は５８ページと

なります。行政事務のデジタル化を進める観点から、文書管理システムの更新に合
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わせて電子決裁の導入を行ったところでございます。業者選定に当たっては、公募

型プロポーザル方式により業者を決定いたしまして、今年令和６年４月からシステ

ムの開始をしたところでございます。 

    続きまして、３ページの（７）、ふるさと会の支援につきましてご説明いたしま

す。決算書は６４ページとなります。令和５年度につきましては、在京軽米会の総

会費用への助成ということで１２万５，０００円を支出したところでございます。

なお、例年行っておりました久慈軽米会につきましては、開催は中止となったとこ

ろでございます。 

    以上で政策推進課分を終わります。 

〇委員長（茶屋 隆君） ありがとうございました。私の進め方が悪くて、ちょっと時間

押しましたけれども、１項だけ説明をいただいて休憩に入りたいと思いますので、

順次課長のほうから。 

    次に、（５）から、会計管理者兼税務会計課長、寺地隆之君、説明をお願いいた

します。 

〇会計管理者兼税務会計課長（寺地隆之君）  それでは、１項総務管理費の税務会計課分

につきましてご説明させていただきます。 

    （５）番、コンビニ収納の実施でございます。決算書のページは６０ページとな

ります。令和５年度につきましては、町税の納付窓口と納付時間の拡充のためにコ

ンビニ収納代行サービスを導入することで納税者の皆様の利便性の向上を図ったも

のでございます。事業費としては、コンビニ収納手数料が５１万７，０００円、コ

ンビニ収納システム使用料が３５万円、以上となっております。令和５年度の利用

実績につきましては、７，２４５件の取扱いで、金額、納税額が８，５７１万８，

０００円となっております。 

    私からは以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） 続いて、町民生活課長、鶴飼靖紀君。 

〇町民生活課長（鶴飼靖紀君）  １項総務管理費の町民生活課分につきましてご説明申し

上げます。 

    主要施策の３ページ、（６）、交通安全運動の実施についてでございます。①、

高齢者運転免許証自主返納の促進につきましては、運転免許証を自主的に返納いた

しました７５歳以上の高齢者の方に対しまして商品券２万円分を２１名の方に助成

いたしまして、４２万円を支出しております。 

    ②、交通安全関係団体の助成につきましては、交通安全活動を実施する団体に対

しまして４４万９，０００円の支出を行っております。 

    （９）でございます。物価高騰対策生活者支援事業につきましてでございます。

決算書につきましては７０ページでございます。物価高騰等の影響が長期化する中、
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町内に居住する住民を支援するため、町内に住所を有する町民の方を対象に商品券

５，０００円分を支給して支援してございます。事業費につきましては、４，４４

９万９，０００円でございます。 

    町民生活課分につきましては、以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） では、教育委員会事務局教育次長、古舘寿徳君。 

〇教育委員会事務局教育次長（古舘寿徳君）  では、主要施策の説明書３ページ、ちょう

ど真ん中ら辺になりますけれども、（８）、かるまい文化交流センター運営管理事

業についてご説明いたします。 

    決算書については６８ページからとなっております。年間の支出額４，０２０万

７，０００円となっております。かるまい文化交流センター宇漢米館ですけれども、

７月２５日に完成し、引渡しを受け、１２月の１日に開館いたしました。引渡しを

受けてから３月３１日までの管理運営費等についての支出した４，０００万円ほど

となっております。 

    決算書の６８ページをお願いしたいと思います。よろしいでしょうか。決算書中

の中段ほどになります。１節の報酬から８節の旅費の部分ですけれども、こちらは

管理運営に係る会計年度任用職員の人件費等となっております。以下、需用費です

けれども、消耗品費については厨房の機器とか、あるいはこれから運営に係る必要

な消耗品を購入しております。あと、下段に光熱水費ということで電気、水道とい

うことで９００万円ほどの支出となっております。そこから下ですけれども、１１

節役務費については、各種の手数料、それから１２節に関しては法定等の各種管理

業務あるいは検査業務等の委託料となっております。 

    決算書の７０ページのほうをお願いいたします。上段の部分ですけれども、使用

料及び賃借料ということで、公用車あるいは複写機、ソフトウエア等々の令和５年

度に係る賃借料となっております。 

    説明は以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） ありがとうございました。 

    今１項の部分説明いただきましたけれども、１１時１５分まで休憩して、その後

質疑を受けたいと思いますので、１１時１５分まで休憩します。向かいの時計でよ

ろしくお願いいたします。では、休憩します。 

               午前１１時０４分 休憩 

――――――――――――― 

               午前１１時１５分 再開 

〇委員長（茶屋 隆君） それでは、休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

    ２款総務費、１項総務管理費の説明が終わりましたので、質疑を受け付けます。

質疑ございませんか。 



- 20 - 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君）  決算書の５４ページの役務費に弁護士法律顧問料９万９，００

０円、それから５６ページの弁護士委託料１５万４，５８０円とあります。これは、

使い分けといいますか、どういうふうな場合はこちらの科目で、弁護士委託料のほ

うはどういう内容の支払いがあったのかお伺いします。 

〇委員長（茶屋 隆君） 総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君） ただいまのご質問についてお答えいたします。 

    最初に、弁護士法律顧問料９万９，０００円の支出でございます。こちらにつき

ましては、弁護士を年間通しまして相談をするために契約して謝礼を９万９，００

０円支払ったものでございます。こちらにつきましては、５時間分を含める、相談

料を含めた金額で月当たり８，２５０円の１２か月分ということで契約しているも

のでございます。なお、その５時間を超過した場合に、そういった相談があります

場合には３０分当たり９，９００円で追加の依頼をして、金額を契約して支払うと

いう内容のものでございます。 

    一方、５６ページにございます弁護士委託料１５万４，５８０円の決算でござい

ますが、こちらにつきましては実際に相談といいますか、調定の申入れというのが

令和５年度にあったのですが、そちらの内容を弁護士に委託して、その業務に当た

っていただくということで、実際に訴訟といいますか、その調定を行うに当たり、

委託したものということで、通常の相談とは別に委託契約をして実施した案件があ

りましたので、その費用でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君）  通常の相談と異なる調定ということで、調定の申入れというの

は、これは結局今も続いているのですか。 

〇委員長（茶屋 隆君） 総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君） こちらにつきましては、解決しております。 

〇委員長（茶屋 隆君） 江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君）  内容を聞きたいところなのですが、まず内容、もし分かれば聞

きたいのですが、そのほかに弁護士委託料、これから先に出てくるのかも分かりま

せんが、宇漢米館が建っているところも県の、岩手県との訴訟についての弁護士委

託料はどうなっているでしょうか。 

〇委員長（茶屋 隆君） 総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君）  そちらの委託契約につきましては、契約しており、ちょっと

金額は今しっかりした金額は忘れましたけれども、四百何万円でしたか、もう支払

って業務を進めております。それについては、今後追加の費用というのは今のとこ

ろは見込まれておりませんが、裁判が終結した際には精算という形で、不足する場
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合であれば、それに追加してお支払いするし、その中で間に合っている場合には返

納という形があるかと考えております。 

    以上です。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。ほかにございませんか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  ふるさと納税の関係ですが、どの程度把握されているか分からな

いですけれども、ふるさと納税で２，３００件で２，９５３万８，０００円の実績

があったようですけれども、これは数が多いのか少ないのか、それについて私はあ

まり聞かないのですけれども、これをどのように評価されているのかということと、

あと寄附されている方々は、軽米町を応援しようという方々がどれぐらいいて、返

礼品を目当てに寄附しているという人たちがどれぐらい、この辺の比率といいます

か、その辺を把握できているかどうか分からないですけれども、その辺のところは

どのように受け止めていらっしゃるのか、その２点お願いします。 

〇委員長（茶屋 隆君） 政策推進課長、野中孝博君。 

〇政策推進課長（野中孝博君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    ふるさと納税の件数につきましては、ここ３年程度になりますけれども、２，０

００件程度の推移となってございます。平成２５年の１２件からすると増えてはお

りますけれども、近年についてはちょっと２００件ほどの増はございますけれども、

まだまだ勉強していかなければならないなというふうに感じてございます。 

    あと、ふるさと納税の応援、軽米町の応援と返礼品目当ての割合というのは、集

計というのは、数値的なことはございませんけれども、ただポータルサイト、イン

ターネット経由での申込みが多いというところもございますと、返礼品などの希望

者といいますか、それを目当てにした納税というのも多いのではないかなというふ

うに推測してございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいでしょうか。ほかに。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  次に、自治体ＤＸ推進事業のところにＬＩＮＥ公式アカウントの

開設をしているということで、私も登録したら最近来るのですけれども、でも来る

内容は何か無線放送したりとか、何かあまり、珍しいような内容があまり来ていな

いなと思っているのだけれども、大体あれ流れてくる情報発信というのは決まって

いるのかどうなのですか。これは、総務課というよりは政策推進課でやっているの

ではないですか、どっち。私の言っているのは違うの。 

〇委員長（茶屋 隆君） 政策推進課主幹、鶴飼義信君。 

〇政策推進課主幹（鶴飼義信君） ただいまの中村委員のご質問にお答えいたします。 
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    ＬＩＮＥの公式アカウントの開設につきましては、まず令和５年の８月から開始

したところでございます。こちらについては、いわゆるプッシュ型という情報の発

信の仕方に位置づけられていまして、今委員おっしゃられたように登録していただ

くと、その方に必要な情報が届くというやり方になっています。ですので、恐らく

登録するときには行政区だったり、年代だったり、あと必要な情報というものを登

録していただくと、それが届くというような形になっております。例えばごみの収

集日の通知でしたり、あとは子育て支援の関係ですとかというのがカテゴリーでつ

くってございまして、それらについては必要な情報が各課で登録したものが送られ

るというのが１つございます。もう一つは、いわゆる広報、政策推進課中心に行っ

ている情報発信、ホームページの掲載情報とかが定期的に送られるというものもご

ざいまして、その２通りで行っているものが配信されるということになります。 

    ちょっとまだ情報発信のほうが全て行えているものではございませんで、これか

らそれを充実させなければならないなという課題は感じているところです。例えば

どういった情報、どういったカテゴリーの情報が必要かというのも内部では検討は

している状況ですので、今後充実はさせていきたいと考えております。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいでしょうか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  今の関連ですけれども、一般質問等でもちょっと話題になってい

ましたけれども、今の若い人たちはホームページなんか見ないよと、みんなＹｏｕ

Ｔｕｂｅだよという、私もそれＹｏｕＴｕｂｅだよというのがいまいち私自身の情

報で受け入れるので、いまいち知識がないのですけれども、そう言っている、そう

いうふうな若い人たちが今見るのはみんなＹｏｕＴｕｂｅで情報を受けているのだ

というふうなことを言っているのですけれども、そのことを理解できていますか。

それに対しての対応というのは可能なものなのでしょうか。ということは、Ｔｗｉ

ｔｔｅｒというか、Ｘだとか、何かいろんなものがあってだとは思うのですけれど

も、いかがなのですか。その辺のところ言われて、どういうふうに対処すればいい

かというのは分かりますか。 

〇委員長（茶屋 隆君） 政策推進課主幹、鶴飼義信君。 

〇政策推進課主幹（鶴飼義信君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    ＹｏｕＴｕｂｅのほうにつきましては、皆さんも御覧になられたこともあるかと

思いますが、動画で配信されるというのが特徴です。いわゆるＴｗｉｔｔｅｒです

とかＩｎｓｔａｇｒａｍというふうな情報発信の手段もあるのですが、そちらはど

ちらかというと文字だったり写真というものが投稿されて、それを見るということ

で、ホームページで載っているものを自分で見に行くよりは、配信されてきた写真

とか、そういったＴｗｉｔｔｅｒの文字、コメントを見て、好きな情報を受けると、
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あるいはそこに行って見ようとかというふうにつながるということと理解していま

す。 

    ＹｏｕＴｕｂｅにつきましては、何分かの動画によって配信されますので、いわ

ゆるテレビを見ているものとかと同じような情報の取り方ができるということです

ので、そういった例えば何か、ちょっと例えばなのですけれども、料理を作りたい

というときにそういったレシピを実際目で見ながら、材料とか手順を見ながら情報

を得られるというような、そういった情報の取り方ができますので、より分かりや

すく伝えられるのかなというふうには思います。 

    ＹｏｕＴｕｂｅの情報発信につきましては、地域おこし協力隊のほうからもそう

いったご提案もいただいてはいるのですが、ちょっとまだそこまでは手をつけられ

ないでいるというのが実際のところですので、あとは情報発信に際しては、いろん

な、いわゆる入れてはならない情報とか、出してはいけないような情報もあります

ので、何でもかんでも撮影したものを投稿すればいいということではないので、そ

こら辺をちょっと一つの枠組みをつくりながら、そちらにも検討はしていきたいな

というふうには考えているところです。 

    以上です。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいでしょうか。ほかにありませんか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  同じところですけれども、ふるさと会の支援で在京軽米会の支援

をされているというのですけれども、結構在京軽米会とか軽米高校東京支部とかの

代表者といいますか、かなり熱心で、その方がよくＦａｃｅｂｏｏｋなんかで軽米

町をすごく情報提供してくれている。広報が届くと、広報が来ましたよと、広報一

覧表を全部流したりとか、何か軽米弁の話題を結構そこでやっているのですけれど

も、ただ単なるふるさと支援ということで、補助金をただあげている。在京軽米会

のときにただ職員が行って、一緒に……懇親を深めるとか、ただそれだけではなく、

もう一歩また、ちょっともう少し先に行く方法として、例えばそういうふうな一生

懸命軽米を宣伝してくれる人がそういう中にいますので、そういう人たちとの何か

協力していただきながら、何らかの別な手だてで軽米町をアピールするとかという

ふうなことをすることも必要ではないかなと思うのですけれども、ちょっとこのた

だ補助金をあげて、それで終わっているような気がしているのですけれども、その

辺のところ前にもう少し進んだやり方をする方法を考えてはみませんか。考えては

いかがでしょうかというのが１つ。 

    もう一つ、今東京都に行く人たちも多いのですけれども、それよりも手前の仙台

市に行く大学生だとか専門学校とか就職するとかという人が、非常に仙台市に軽米

町の人たちが行っているというふうな話も聞いております。地域おこし協力隊の人
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たちと交流したときも、ぜひ在仙軽米会、仙台市というか、宮城県といいますか、

その辺の仙台市を中心としたところに住んでいる人たちの軽米会みたいなものをつ

くってはいかがでしょうかというふうなのを提案されているのですけれども、なる

ほどなと、私も賛成する気持ちで受けているのですけれども、その辺の情報が入っ

ているのか、もし入っているのであれば、そういう考えを、行動に起こすというふ

うな考えはないのか、この２点お伺いします。 

〇委員長（茶屋 隆君） 政策推進課長、野中孝博君。 

〇政策推進課長（野中孝博君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    在京軽米会の中に熱心な方がいらっしゃって、情報提供していただいている、情

報発信していただいていることについては私も承知してございます。今後、一歩踏

み込んだ方法であったり、協力体制につきましては、現段階でまだ考えを持ち合わ

せておりませんけれども、本年もお会いする予定となっておりますので、その辺に

ついても意見交換をしてまいりたいと考えております。 

    あと、２点目の在仙軽米会についてでございます。確かに軽米町の方、仙台市、

宮城県に多く学生ほか就職等で行かれているというのは聞いてございます。今後ど

のようなことができるかどうか、今いただいた情報も含めていろいろお聞きしなが

ら、検討のほうはしてまいりたいと考えてございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君） ありがとうございます。 

    では、次のかるまい文化交流センターの関係がありましたので、ここについて、

昨年４か月ぐらいまず移動して勤務されたとは思うのですけれども、その中で１つ

だけ決算書の中で確認したいのですけれども、旅費が費用弁償としてあるのですけ

れども、これは通勤手当のことかなと思いますけれども、そこを１つだけ確認した

いと思います。 

〇委員長（茶屋 隆君） 教育委員会事務局教育次長、古舘寿徳君。 

〇教育委員会事務局教育次長（古舘寿徳君）  ただいまの委員のご質問にお答えいたしま

す。 

    こちら会計年度任用職員の通勤手当分ということで支給した部分になっておりま

す。 

    以上です。 

〇委員長（茶屋 隆君） 中村委員。 

〇６番（中村正志君） ありがとうございました。 

    それから、会計年度任用職員がここには何人とは書かれていないですけれども、
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１，２００万円ほどの報酬を支払った方々が勤務されていると。今年もかなりの人

数の方々が勤務されているなというふうに思って見ていました。逆に言えば、正職

員が非常に少ないなというのは実際私も見ていて感じています。そこで、特にあそ

こ、今教育委員会事務局全体が行っているけれども、宇漢米館は運営しているのは

多分生涯学習担当だけではないのかなというふうに見ているのですけれども、生涯

学習の担当の職員がそれぞれの担当分野を持ちながらやっているかと思うのですけ

れども、この会計年度任用職員の方々が、私もそんなに何回も行っているわけでは

ないですけれども、日中でもいらっしゃる方々がいるなと思って見ていました。た

だ単なる管理するだけなのかなと思って見ているのですけれども、せっかくそんな

に、ただ座っていればいいというふうな人たちでなく、結構能力のある人、会計年

度任用職員の人たちでも能力がある人たちがいっぱいいるようだなと私は見ている

のですけれども、今オープニングイヤー記念事業がいっぱいいろいろやっていて、

生涯学習の担当職員も忙しい思いをしているとは思うのですけれども、そういう事

業等に対しての会計年度任用職員の関わりといいますか、そういうふうなものは今

現在持ち合わせていないのか。何か昨年の実績で聞いたところ、掃除のお金は全然

ないよと。というのは、職員が全部掃除しているよというふうなお話がありました。

逆に掃除するために会計年度任用職員を雇っているわけではないでしょうから、と

いうよりは、そういうふうな人たちを事業のほうの企画運営とか、そういうふうな

ものに入っていただいて、正職員の協力者になってもらうような状況になれば、も

っと楽な、また逆に言えば幅広い中身の濃い事業が展開されるのではないかなと思

うのですけれども、その辺の状況はどのように、次長は今年からでしょうけれども、

その辺をどのように見ていらっしゃるのかお伺いします。 

〇委員長（茶屋 隆君） 教育委員会事務局教育次長、古舘寿徳君。 

〇教育委員会事務局教育次長（古舘寿徳君）  ただいまの委員のご質問にお答えいたしま

す。 

    まず、人数という部分ですけれども、令和５年度に関しては９名の会計年度任用

職員の方をお願いしております。 

    また、あと管理運営等は生涯学習担当のほうがという、中心となってというよう

なご発言がありましたけれども、確かに中心にはなっておりますけれども、事業と

して大きな、今年は何度か抱えておりますけれども、そちらのほうについては教育

総務担当のほうもその都度手伝っていただいております。 

    それから、掃除等だけではなく事業の運営なり企画なりにも会計年度任用職員の

方々をというようなお話でしたが、今現在も入ってもらっておりますし、事業の際

には受付あるいは会場の準備、あるいはその方々のアイデア的な部分も出てきます

ので、こうしたほうがいい、舞台の配置とか、あるいは事業等流れの部分では、そ
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ういう部分では中に入っていただいております。ただし、事業中心とは、なかなか

掃除等もあるということで、今現在は事業の組立て等が中心でなく、どちらかとい

えば管理なり掃除なりが中心になっているという部分も確かにございます。 

    以上です。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  せっかくの会計年度任用職員の方々もやる気があって、あそこに

手を挙げて行っているのではないかなと思うのですけれども、私は掃除をやりに来

たのではないよというふうに思っている人も中にはいるのではないかなと。まして

やロボットでの掃除をやるのもあるようですけれども、そういうもので何かもう少

し考えたほうがいいのではないかなと思いますし、今事業等については職員と生涯

学習担当が中心になって、教育総務担当も会計年度任用職員もと言われましたけれ

ども、それだけの職員が対応しなければならない事業、今年の場合であれば、はっ

きり言って予算は教育委員会事務局の直営の事業ではないですよね。ほとんどが文

化協会の補助事業ですよね。何かそういうふうな予算等の状況、文化協会に補助金

を出して、文化協会主催でイベントというか、ほとんどがやられていると。そこに

職員がそれだけの対応をしなければならないということに、いまいち予算の配分の

仕方も、ちょっとおかしいのではないかなと私は疑問に感じたりもしているのです

けれども、その辺のところも含めて、せっかく補助金やっているのだったら、文化

協会主催だったら、文化協会の人たちがほとんど当日の事業運営等はやって、職員

は逆に言えば休むというふうな状況を本来ならばつくるべきではないのかなと私は

思うのですけれども、その辺のところはいかがでしょうか。 

〇委員長（茶屋 隆君） 教育委員会事務局教育次長、古舘寿徳君。 

〇教育委員会事務局教育次長（古舘寿徳君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    文化協会あるいは子供会、育成会等に今年度補助金という形で事業費のほうをお

渡しして事業を運営しているというのはそのとおりでございます。子育連なり文化

協会なり両方とも教育委員会事務局の生涯学習担当のほうが事務局という形で関わ

っておりますので、企画運営等は一緒に進めているということです。当日の運営に

ついても、昨日もありましたけれども、文化協会の映画会があったのですが、当然

各サークルのほうから何人という形で係のほうをお願いいたしまして、会場への誘

導とか受付とか、そういう運営の部分については、その事業のときにそれぞれお願

いしているという部分になります。 

    事務局のほうがもっと手を離したらという部分もあるのですけれども、なかなか

平日、映画でいうと配給会社、あるいはコンサート等でいくと向こうの音響なり、

あるいは出演者の方との細かい打合せというのはなかなか文化協会の方では大変だ
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ということで、事務局のほうで直接持っているという部分になろうかと思います。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。そのほかございませんか。 

    それでは、江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君）  決算書６４ページの職員福利厚生費ですけれども、その中の委

託料１６１万円の予算に対して１１５万５，００５円、４５万円余りの不用額が出

ていますけれども、これは職員の数に合わせて計算して出していると思うのですが、

このぐらい予算が残ったということは、受けない、受診率も低いということでしょ

うか。そうではない。 

〇委員長（茶屋 隆君） 総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君）  ただいまのご質問ですが、委員おっしゃるとおり受診率が低

くて、その不用額が生じたというところでございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。 

〇５番（江刺家静子君） ありがとうございます。 

    すみません、ちょっとお伺いしますけれども…… 

〇委員長（茶屋 隆君） 挙手してから。挙手して指名されてからお願いします。江刺家

委員。 

〇５番（江刺家静子君）  例えば普通の検査、身体的な検査のほかに精神的な問診とか、

そういうものなんかの検査とかもあるのですか。やっていますでしょうか。 

〇委員長（茶屋 隆君） 総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君）  そちらのほうもストレスチェックということでペーパーに各

設問がありまして、それに答える形で提出いただいて、それでもってストレスの度

合いをチェックして、本人に希望がある場合は、それを産業医といいますか、そう

いった方等への相談の橋渡しをするというふうな形で対応しております。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。 

〇５番（江刺家静子君） はい。 

〇委員長（茶屋 隆君） あと、そのほかありませんか。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） それでは、なければ総務費、２項企画費に入ります。 

    それでは、企画費、順番に説明をお願いいたします。 

    町民生活課分。町民生活課長、鶴飼靖紀君。 

〇町民生活課長（鶴飼靖紀君） ２項企画費について説明いたします。 

    主要施策の説明書３ページ、決算書は７０ページから７２ページになります。

（１）、花いっぱい運動の展開についてでございます。２８団体の参加をいただき

まして、花いっぱいビューティ軽米推進コンクールを実施しております。町民の環
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境美化意識の高揚に努めたところでございます。事業費につきましては１０５万４，

０００円でございます。主な支出内容につきましては、参加団体に対する謝礼や花

の苗の育苗業務委託料でございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） 続いて、政策推進課分。では、政策推進課主幹、鶴飼義信君、

お願いします。 

〇政策推進課主幹（鶴飼義信君） それでは、政策推進課分をご説明いたします。 

    主要施策の説明書は３ページ下段となります。聖地巡礼交流推進事業、事業費は

５２万１，０００円となってございます。決算書は７０ページから７２ページを御

覧いただきたいと思います。内訳といたしましては、休憩所の借上料として２４万

円、案内マップの作成経費が１６万円、その他おもてなしイベントの謝礼、来場者

記念、旅費等で１２万円ほどとなってございます。 

    続きまして、４ページを御覧いただきたいと思います。（３）、地域おこし協力

隊推進事業となります。決算書は７０ページ、７２ページを御覧いただきたいと思

います。総事業費は１，０９１万２，０００円。主な内訳といたしまして、令和２

年度、令和３年度にそれぞれ１名の合わせて２名の協力隊を任命している経費とな

ります。人件費及び活動費、人件費につきましては１人当たり報酬２８０万円上限、

活動費については２００万円が上限で、特別交付税措置されるものでございます。

こちらの報酬、期末手当、共済費、補助金につきましては、お２人合わせて１５８

万円ほどとなってございます。そのほか車両、住居の借上料が１１８万円余り、こ

ちらが２人分の活動費、報酬等になります。そのほか令和５年度から募集業務を強

化するということで、専用のポータルサイトを利用した隊員募集を委託により行っ

たところでございます。こちらが決算実績で１５７万円余りとなってございます。 

    続きまして、（４）、バス運行業務委託となります。こちらは、総事業費で６，

１８１万８，０００円となってございます。路線バスの代替運行、コミュニティバ

ス、町民バスの運行を委託したものでございます。 

    続きまして、（５）、バス路線維持対策費等補助金につきましては、県北バス、

ＪＲバス、それぞれに路線維持のための補助金を交付したものでございます。総額

で１，１７４万円。決算書につきましては、７２ページを御覧いただきたいと思い

ます。 

    続きまして、（６）、宇漢米館へのバス待合所の設置とバスの利用促進に向けた

事業として、令和５年度に新規で実施したものになります。総事業費で３１４万８，

０００円。宇漢米館へのバス待合所の設置に伴うバス停看板の設置と待合所内の椅

子等の備品の購入、町内の停留所のマップ作成、高速バス利用促進キャンペーンへ

の商品券の発行と、八戸市内を走る定期バスへのラッピング広告を実施し、ＰＲを
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行ったものとなります。決算書は７２ページとなりますので、御覧いただきたいと

思います。 

    続きまして、（７）、協働参画地域づくりチャレンジ事業支援金になります。決

算書は同じく７２ページ。事業実績といたしましては、１件ございまして、事業費

が４１万円の補助金交付となってございます。こちらは、スタートアップ事業の３

年目の事業で、居場所づくり活動への事業となってございます。 

    続きまして、５ページを御覧いただきたいと思います。（８）、行政区活動交付

金、こちらは総額で７４４万１，０００円。世帯数に応じて各行政区に交付してい

るものになります。 

    続きまして、（９）、地域活動支援事業費補助金、こちらにつきましては総事業

費で６０４万７，０００円となります。事業の内訳につきましては、記載のとおり

となってございます。令和５年度につきましては、大雪対応としての災害枠での利

用が２団体ございました。そのほかは単一行政区で３０地区、複数行政区で８団体、

自主防組織が４団体、それぞれ事業を行ってございます。 

    続きまして、（１０）、結婚新生活支援事業補助金、こちらにつきましては令和

５年度は３件の交付実績がございました。交付金額は１０２万円となってございま

す。 

    続きまして、（１１）、岩手県立軽米高等学校生徒バス通学費補助金、事業費が

９２万７，０００円となってございます。令和５年度は対象者１０名に対して交付

してございます。決算書では７４ページとなります。 

    続きまして、（１２）、地域活性化起業人給与費負担金となります。給与費負担

金といたしまして１，１２０万円の実績となります。こちらにつきましては、２人

分の合計額となってございます。令和５年度につきましては、令和３年度からの起

業人、３年目となりますが、そちらへの負担金の支出、令和５年度に新たに１名、

木質バイオマス発電事業に関する事業で派遣をいただいた方がございまして、合わ

せてお２人分、１，１２０万円の支出となってございます。決算書は７２ページ及

び７６ページとなってございます。 

    続きまして、（１３）、移住体験補助金、こちらは４万７，０００円の実績とな

ります。移住を検討されている方のお試しのための旅費等の支給となります。令和

５年度は２件の実績がございました。 

    続きまして、（１４）、軽米町地球温暖化対策実行計画（区域施策編）策定業務

委託料９３１万９，０００円となります。こちらは、地球温暖化対策推進法に基づ

いて、温室効果ガスの排出量の状況、削減目標、再エネ導入の目標等、地域のビジ

ョンを定めることとされております「区域施策編」を策定したものとなってござい

ます。 
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    以上、企画費となります。 

〇委員長（茶屋 隆君） ６項も、ここまでやりますので。 

〇政策推進課主幹（鶴飼義信君）  それでは、６ページを御覧いただきたいと思います。

６項統計調査費となります。こちらは、統計調査員の皆様への報酬の支出というこ

とで１３７万８，０００円となります。町民意識調査、毎年項目を定めて実施して

おりますが、そちらへの従事をいただいて、年額報酬としてお支払いしたものとな

ります。 

    以上となります。 

〇委員長（茶屋 隆君） 総務費、２項企画費の説明が終わりました。 

    ちょっと時間が中途半端でございますので、休憩して１時から再開して質疑を受

けたいと思います。 

    休憩します。 

               午前１１時５４分 休憩 

――――――――――――― 

               午後 零時５８分 再開 

〇委員長（茶屋 隆君） では、休憩前に引き続き会議を始めます。 

    ２款総務費、２項企画費の説明が終わっておりますので、質疑を受けます。質疑

ございませんか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君） 聖地巡礼交流推進事業がありますけれども、この前の一般質問の

答弁では聖地巡礼と使ってはいけないというふうに承った、理解したのですけれど

も、この辺はどうなのですか。こういうふうなものにも使っていいのかどうか。副

町長でもいいですけれども。今までずっと聖地巡礼で来ていたけれども、いろいろ

と集英社と話しして、軽米町は聖地ではないよということで、いろんなグレーゾー

ンだとかどうのこうのと言われているようですけれども、だから取り組み方をちょ

っと考えなければならないというふうに受けたようですけれども、そういう言葉を

そのまま使っていいのかなというふうなのをちょっと私も疑問に思ったものですか

ら、やはりその辺を考えていく必要があるのかなと思って。 

〇委員長（茶屋 隆君） 政策推進課長、野中孝博君。 

〇政策推進課長（野中孝博君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    議会の一般質問で、町長、副町長が答弁いたしましたとおりでございますけれど

も、漫画の公式舞台というのは別にあるということ、また漫画との公式な関係性が

ないということが事実でございますので、聖地という言葉を使っていいかどうかと

言われますと、そこは難しい状況ということでございます。またはファンが多く訪

れているという状況もございますので、できる方法を考えながら、またはそういっ
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た権利関係に抵触しない方法で引き続き考えていくというふうな状況でございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） 中村委員。 

〇６番（中村正志君）  視点を変えてというか、角度を変えてというか、いずれ「ハイキ

ュー!!」の関係のお客さんというか、ファンはたくさん来ていると。数字的にもこ

の前聞いて、８月で２，０００人を超えるとか、軽米町に町外の人たちがそれだけ

来るというのは、まずいまだかつてなかったのではないかなと思うくらい非常にす

ばらしい数字だなと思って聞いていました。ただ、これをやっぱり何らかの手で生

かさなければならないと。集英社にただ言われて、はい、そうですかと何もやらな

いというのももったいないなということで、聖地巡礼を使えないのであれば、何が

駄目なのかということをまず我々も認識しながら、役場が前面に出てはいけないと

いうことであれば、別な形でやはりいろんな団体とか、住民団体とかの人たちの協

力を得ながら何らかの、来てくれていますから、来た人たちをいかにしておもてな

しするか、いいような形で受けて応対できるような状況をつくらなければならない

のかなと思っていましたので、その辺のところもまず何であればいい、何であれば

駄目というふうなのを少し分類して把握した上で、住民の人たちにも教えてもらえ

ればいいなと。 

    私がちょっとふと自分なりに考えたのですけれども、明日ちょっと体育協会の関

係の会議もあるので、その辺ちょっと話をしてきたいと思っていますけれども、「ハ

イキュー!!」というのは片仮名で書けばあの「ハイキュー !!」ですけれども、あれ

はもともと漢字の排球というのがバレーボールという意味、多分そこから来ている

のではないかと。であれば、体育協会、体育関係で何も知らないふりしていられな

いなというふうなのをちょっと思ったものですから、漢字の排球を使って「ハイキ

ュー!!」ファンを歓迎する何かをやれないのかなというふうなのをちょっと思った

りもしたりしていました。だから、考え方でいろいろな角度で、それに著作権の侵

害に当たらないようなやり方というのを考えていくことも可能なのかなと私自身思

ったりして、ですから、それの関係する人たちがいろんな形でそれを有効に生かし

ていけるようになればいいなというふうなのが私の願いですけれども。 

    そこで、もう一つは、観光協会ですか、観光協会も知らないふりしていないで、

やはり町外の人たちがあれだけ人数が来ているのだから、観光としてもやはりそれ

をうまく生かす方法を考えるべきではないのかなというふうに思ったりもしたので

すけれども、いずれ担当のほうでそういうふうな観光協会等にも声かけしながら、

またほかの団体等にも、住民の何か人たちにそういうふうなのを協力を求めるとい

うふうなのをやっていってほしいなと思うのですけれども、その辺も含めてもう一

つ答弁をお願いできればなと思いますけれども。 
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〇委員長（茶屋 隆君） 政策推進課長、野中孝博君。 

〇政策推進課長（野中孝博君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    まず、行政が前に出て進めていくというのがちょっと難しいかなというふうな印

象はありますけれども、委員がおっしゃるとおり、民間の方々が進めていくという

ふうなこともあると思いますし、また漢字を使ってＰＲするというのも、いずれア

ニメ、映画を直接的に連想させるような表現というのがちょっといろいろと出てく

るのかなというふうなことではございます。 

    まず、いずれ今後も出版者や映画配給会社等々、まずできることを私どもでも模

索しながら、せっかく来ていただいている多くのお客様方をおもてなしするという

観点で引き続き考えてまいるところでございます。 

    あと、次のご指摘のありました観光協会との協力関係についても、どのようなこ

とができるのかということも含め一緒になって考えてまいりたいと考えてございま

す。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。ほかに。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  では、今度は別なことで。バス運行の関係ですけれども、路線バ

ス等お客さんが少ないというふうなことで大変な状況なのかなと思っていましたけ

れども、ちょっとそこでまた別な例を出せば、軽米町の場合、やがては全町が小学

校も１つになる可能性もないわけではないのかなというふうなこと、それらを含め

れば、やはりスクールバスというのは絶対必要な部分だとは思うのですけれども、

今でもかなりの台数、スクールバス運行しているというふうなこと。ただ、路線バ

スが通っているところも含めてのスクールバス運行だと思うのですけれども、この

辺のところを逆に定期バスが通っている地域の人たちからは、その定期バスを利用

してもらうというふうな形も考えがあってもいいのかなと。そして、定期バスとい

うか、路線バスを盛り上げていくというか、お客様、そして子供たちもその路線バ

スの乗り方等も勉強しながらというふうな、路線バスを使いながらの集団登校とか、

そういうふうなことも考えがあってもいいのかなというふうなのをちょっと感じた

ので、ちょっと実現が果たしてどうなのかは分からないのですけれども、ちょっと

提案させていただきたいなと。 

    というのは、あるところで、私ではないのですけれども、二戸市までバスに乗っ

ていったら、金田一温泉の辺りから子供たちが乗ったと、バスに。そして、高学年

の上級生の人たちがちゃんと世話をして、１年生たちを世話して乗せて、ちゃんと

バスの中での礼儀なんかもきちんとやって、そして学校近くの停留所になったら、

そこでみんな一緒に降りていったと。一つのバスを使いながらの集団登校ではない
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のかなというふうに私は感じました。非常にいいことだなと私は思いました。やは

り何でもかんでもスクールバス、町が出してのスクールバスだけではなく、やはり

そういう実際に運行されている路線バス等も利用しながらの登校、また下校なんか

ができるということは、子供たちがふだん学校以外でもそういうどこかに行くとい

うときには自分たちでも乗り降りできると、そういうことを覚えていれば、いろん

な行動範囲も広くなるのではないかなというふうにも感じたりしていまして、その

辺のところも今後やはり路線バスを維持していくためにも、お客さんがないと維持

できないのではないかと思いますので、その辺も含めてスクールバスとの関係を考

えていただければなと思いますけれども、今答えを出せるかどうか分からないです

けれども、そのことについてもしお話しできるのであればお話しできる範囲でお願

いします。 

〇委員長（茶屋 隆君） 政策推進課長、野中孝博君。 

〇政策推進課長（野中孝博君）  ただいまのご質問、ご提言についてお答えしたいと思い

ます。 

    まず、スクールバスの運行と路線バスの活用というふうなお話だったかと思いま

す。現在も軽米町内では１例ほどございまして、観音林・丸木橋線については路線

バスでもありますけれども、晴山小学校のお子様のスクールバスと兼ねているとい

う事例が１事例ほどございます。それを検証しながら、あとはバスの時間、あとは

接続、他の交通機関との接続、そういった部分も含めて総合的な路線改定または時

刻の改定が必要になってくると思いますので、いずれ今すぐというふうなお答えは

できませんけれども、今の利用者の減、様々な利便性を図ることも考えなければな

らないと思いますし、総合的な考えを持ちながら進めてまいりたいと考えてござい

ます。 

    また、あと乗り方の勉強という点でございますけれども、毎年小学生を対象とし

たバスの乗り方教室というのは年１回ほど各学校の希望に応じて進めておりますこ

とを申し添えさせていただきます。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。そのほかに。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  先ほど移住体験が昨年お試しで２件ほどあったということですけ

れども、昨年のあれですから、その後その方々はどういう状況なのか、ちょっとお

話しいただければ。 

〇委員長（茶屋 隆君） 政策推進課長、野中孝博君。 

〇政策推進課長（野中孝博君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

    昨年は、移住体験補助金の活用者は２名ございました。そのうち１名については
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地域おこし協力隊ということで、今年度から赴任していただいている状況でござい

ます。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいでしょうか。そのほかございませんでしょうか。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君）  決算書７４ページの一番下の行です。再エネ中間処理施設土地

賃借料３３万５，８５０円となっておりますが、これはどこの場所で、中間処理施

設というのはどういうふうに使っている、何をやっているところでしょう。 

〇委員長（茶屋 隆君） 政策推進課主幹、鶴飼義信君。 

〇政策推進課主幹（鶴飼義信君） ただいまの江刺家委員のご質問にお答えいたします。 

    この土地の賃借料につきましては、長倉地区で太陽光パネルのリユース、リサイ

クルを行う業者の関係となります。今年の２月に議員全員協議会のほうで、当時再

生可能エネルギー推進室から資料とご説明をさせていただいたところでございます。

年額の賃借料というのは６７万１，７００円ということで、その半年分を令和５年

度は長倉生産森林組合に土地代としてお支払いをしたという決算となってございま

す。 

    以上です。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君）  ありがとうございます。ちょっと再エネ中間処理施設となって

いるので、そのほかにも何か、長倉のほかにもあったのかなと思って質問しました。

半年たったのですか。 

〇政策推進課主幹（鶴飼義信君） そうです。 

〇５番（江刺家静子君）  ５年度の分は半年分ということでしょうか。分かりました。ち

ょっともしよかったら見学に行きたいなと思ったりして、ありがとうございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。 

〇５番（江刺家静子君） はい。 

〇委員長（茶屋 隆君） ほかに。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  主要施策の説明書にはないのですけれども、昨年ついていないか

らないのだと思うのですけれども、もしかすれば戸籍のほうもあるようですけれど

も、マイナンバーカードの昨年の実績とか、当然ここで主要施策の説明書として実

績報告なり何かあってもしかるべきではないかなと私は思うのですけれども、多分

去年何もないから何もないというふうな、ここの主要施策の説明書、作り方として

ちょっと問題があるのではないかなと思っていましたけれども、この前何か聞いた
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ところによると、９０％ぐらいの人がマイナンバーカードを取得しているというふ

うな話なのですけれども、昨年の実績としてどのようなマイナンバーの状況という

か、私も今マイナンバーしかしゃべっていませんけれども、戸籍の関係なのか、そ

ういうふうなことがあったら説明いただければと思いますけれども。 

〇委員長（茶屋 隆君） 町民生活課長、鶴飼靖紀君。 

〇町民生活課長（鶴飼靖紀君）  ただいまの質問でございますが、マイナンバーカードの

実績等につきましては、今手持ちに資料がございませんので、後ほどお答えしたい

と思います。 

    あと、戸籍の実績につきましても、同じく後ほどご説明申し上げます。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。 

〇６番（中村正志君） はい。 

〇委員長（茶屋 隆君） では、後ほど資料がそろい次第説明していただきます。 

    ほかにございませんか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  金はかかっていないかもしれないのですけれども、昨年の延期に

なっている部分ですけれども、出張所業務を郵便局に委託するというふうなので昨

年度動いていたはずなのですけれども、中止、延期になったかもしれないのですけ

れども、あれも大きな主要施策のうちではないかなと思いますけれども、その辺の

昨年度の動きというふうなのはここに当然掲載されるべきものだと思いますけれど

も、この前説明いただいたからいいのですけれども、ただ、だからそういうふうな

観点で、昨年何もなかったから載せないということではなく、やはり昨年何があっ

たのかということを、それぞれの課できちっと把握した上で説明いただくようにお

願いしたいなと思いますので、よろしくお願いします。 

〇委員長（茶屋 隆君） 町民生活課長、鶴飼靖紀君。 

〇町民生活課長（鶴飼靖紀君）  出張所の関係でございますが、主要施策の説明書に載せ

なかったことは大変申し訳なく思っております。来年度の主要施策の説明書につき

ましては、掲載したいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。そのほかに。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） なければ、３款民生費、１項社会福祉費。 

    では、１項だけ順次説明お願いいたします。 

    町民生活課分。町民生活課長、鶴飼靖紀君。 

〇町民生活課長（鶴飼靖紀君） ３款民生費、１項社会福祉費について説明いたします。 

    主要施策の説明書につきましては６ページ、決算書につきましては８８ページに
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なります。（１）の社会福祉事業につきましては、さわやかカップル祝金制度につ

きまして、結婚後１年以上軽米町に居住する意思のあるカップルにつきまして商品

券や現金を支給したもので、結婚届を提出されました６組の方に支給したものでご

ざいます。事業費につきましては６５万円となっております。 

    あと、飛びまして、主要施策の説明書８ページの一番下でございます。（９）、

重度心身障害者医療費給付費でございます。重度心身障がい者の方に対しまして、

医療費の一部の給付を行ったもので、事業費につきましては２３７名の方に対しま

して１，８７３万円の支出をしたものでございます。 

    町民生活課分につきましては、以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） ありがとうございます。 

    続きまして、健康福祉課長、竹澤泰司君、お願いします。 

〇健康福祉課長（竹澤泰司君）  それでは、健康福祉課分についてご説明させていただき

ます。 

    主要施策の説明書の６ページでございます。３款１項の健康福祉課分、（２）、

福祉サービス事業所等エネルギー・物価高騰対策支援事業からご説明させていただ

きます。決算書のページは８８ページでございます。事業費は７３１万円でござい

ます。物価高騰の影響を受ける福祉事業所の経営を支援するために補助金を交付し

たものでございます。 

    （３）、物価高騰対策生活者支援事業でございます。こちらの事業費は７，６９

６万３，０００円で、物価高騰対策として、エネルギー、食料品等の価格高騰によ

り、特に家計への影響が大きい住民税非課税世帯に対し、１世帯当たり７万円の支

援を給付したものでございます。 

    （４）でございます。電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金につきまし

ては、（３）、物価高騰対策生活者支援事業とほぼ同じような内容となっておりま

す。事業費は３，３５３万７，０００円でございます。住民税非課税世帯に対し、

１世帯当たり３万円の給付を行ったものでございます。 

    以上、（２）から（４）につきましては、国の物価高騰対応重点支援地方創生臨

時交付金等の国庫を財源として行った事業でございます。 

    続きまして、（５）の福祉灯油費等給付事業でございます。給付実績は記載のと

おりでございます。事業費につきましては４４４万８，０００円でございます。灯

油価格の高騰が進む中、新型コロナウイルス感染症の影響を受けている低所得者の

みの世帯に対して８，０００円を現金で給付して、冬期間の経済的負担の軽減を図

ることを目的に行った事業でございます。財源としましては、岩手県の補助金と地

域福祉振興基金を活用して実施したものとなっております。 

    続きまして、（６）でございます。高齢者対策福祉事業についてご説明いたしま
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す。決算書は９０ページとなります。①、生活支援体制整備事業でございますが、

会計年度任用職員２名を配置しまして、地域が行う支え合い、助け合いの活動や、

地域の皆さんの通いの場や居場所づくりを広めるために地域の仕組みづくりのお手

伝いをしている事業であります。事業費につきましては、７９８万３，０００円で

ございます。 

    次に、②でございます。認知症総合支援事業でございます。こちらにつきまして

も会計年度任用職員２名を配置しまして、認知症の方、その家族への支援及び早期

発見、治療への支援体制の構築や認知症に対する普及啓発を図った事業でございま

す。事業費は７６８万４，０００円でございます。 

    ７ページでございます。③、長寿祝金でございます。対象者は記載のとおりでご

ざいます。事業費は２２２万円となっております。９０歳及び１００歳に到達した

高齢者に対し、お祝金を贈り、長寿をお祝いしている事業となってございます。 

    次に、④の敬老の日のお祝い事業でございます。対象者につきましては、こちら

に記載のとおりとなっております。事業費は１０５万５，０００円となっておりま

す。こちらにつきましては、コロナ禍であることから式典等は中止いたしまして、

傘寿と米寿の高齢者の方を対象に敬老の日のお祝いとして記念品を配布し、長寿の

お祝いをしたものでございます。 

    次に、⑤の緊急通報装置等の整備についてご説明いたします。設置台数は延べ４

０台で、事業費は１４９万８，０００円となっております。一人暮らし高齢者等の

緊急時の連絡体制を整備し、安全確保に努めたものでございます。 

    続きまして、⑥です。食の自立支援事業委託料についてご説明いたします。決算

書は９２ページと９４ページとなっております。対象者数、実績数は記載のとおり

となっております。事業費が６６１万２，０００円、こちらは町内業者に委託をい

たしまして、高齢者及び障がい者の見守りと食の支援を目的に弁当の配達等を行っ

た事業となっております。 

    次に、⑦でございます。通所型介護予防事業でございます。こちらは、はつらつ

デイサービスと呼ばれるもので、利用実績は記載のとおりでございます。６５歳以

上の高齢者の介護予防、社会的孤立感の解消、自立性の助長を促す事業となってお

ります。事業費は３５３万４，０００円でございます。 

    次に、⑧の総合相談支援事業、地域包括支援センターブランチという名前の事業

でございます。役場内に地域包括支援センターがございます。そちらで行っている

総合相談窓口の役割を社会福祉協議会にもサブセンターという形で設置していただ

きまして、総合相談を受けている事業となっております。事業費は４３２万１，０

００円となっております。 

    次に、⑨です。二戸地区広域行政事務組合負担金についてでございます。事業費
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は１億９，７２２万６，０００円、こちらにつきましては介護保険事業の市町村の

負担金となっております。 

    次に、⑩、いきいきシルバー活動総合支援事業費補助事業でございます。高齢者

の生きがい就労活動等の活動に対し助成している事業でございます。補助額として

は１７０万円となっております。 

    次に、⑪、二戸地域権利擁護支援事業でございます。事業費は３７０万４，００

０円となっております。成年後見人制度利用促進法に基づく中核機関を各市町村で

整備することになっておりますが、当二戸管内ではカシオペア権利擁護支援センタ

ーとして二戸地域４市町村で案分して委託をし、設置している事業となっておりま

す。今後ますます多くの需要が見込まれる成年後見人制度が必要な方々に提供する

ための事業となっております。 

    続きまして、８ページ、（７）、障害者福祉事業についてでございます。①の福

祉タクシー事業についてご説明いたします。決算書は９４ページとなっております。

実績は記載のとおりでございます。事業費は１７６万２，０００円、こちらは重度

身体障がい者の方と８０歳以上の独居高齢者の方に対しまして、タクシー料金の基

本料金部分を助成している事業でございます。 

    次に、②でございます。地域生活支援事業につきましては、アからウの総事業費

が１，２９０万７，０００円となっております。事業内容は、それぞれ記載のとお

りでございます。 

    次に、③でございます。補装具給付事業でございます。決算書は９６ページでご

ざいます。事業費につきましては２６０万円で、事業内容は記載のとおりでござい

ます。 

    次に、④、障害者自立支援給付事業についてです。こちらにつきましては、実績

は記載のとおりとなっており、事業費につきましては４億３，３３７万５，０００

円となっております。障がい者及び障がい児の必要な障がい福祉サービスを受ける

ことに係る給付支援を行っている事業でございます。 

    次に、（８）、障害者自立支援医療給付事業についてご説明いたします。こちら

につきましては、事業費は９１３万１，０００円、給付実績は記載のとおりでござ

います。自立した日常生活、社会生活を営むために必要な医療費を給付した事業と

なっております。 

    ３款１項の健康福祉課分の事業の説明は以上となります。 

〇委員長（茶屋 隆君） それでは、３款１項社会福祉費の説明が終わりました。 

    質疑を受けます。質疑ございませんか。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君）  高齢者対策福祉事業なのですけれども、敬老会を中止してから
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何年かになるのですけれども、敬老会やってほしいという声もあるのですが、どう

なのでしょう。これからもやらないという見込みでしょうか。私は宇漢米館ができ

たので、ぜひ来られる人、全員来られるとは言いませんけれども、何か来られない

人もあるのにかわいそうだと言う人もあるのですが、来られる人たちは本当にうれ

しいと思うのですけれども、敬老会の事業というものの再開はないでしょうか。お

願いします。 

〇委員長（茶屋 隆君） 健康福祉課長、竹澤泰司君。 

〇健康福祉課長（竹澤泰司君） ただいまの江刺家委員のご質問にお答えします。 

    敬老会は、コロナ禍より中止しております。今年度につきましても昨年度に引き

続き、コロナが第５類になったといっても、二戸管内、あと久慈管内等で感染者が

増えている状況でございます。今年度につきましても、昨年度同様記念品を配布す

ることでお祝いをしたいと考えております。来年度以降につきましては、宇漢米館

を会場として、利用できるということもございまして、ただ今江刺家委員おっしゃ

ったようにどうしても出られる方と出られない方、こちらの不公平感というのはご

ざいますけれども、そちらのほうも含めまして総合的に判断して来年度の実施のほ

うを検討してまいりたいと考えております。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君）  近隣の市町村の議員たちに聞いてみると、今敬老会に今日は行

かなければならないからとか、何かその敬老会という言葉はとてもうれしそうに聞

こえるのです。もちろんいつの時代になっても来られる人、来られない人はあると

思います。来られない方には記念品だけお届するということもあるかと思うのです

が、再開できればいいなということで、よろしくお願いします。 

〇委員長（茶屋 隆君） 要望でいいですか。要望で。 

〇５番（江刺家静子君） はい。 

〇委員長（茶屋 隆君） では、検討して。 

    ほかにございませんか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  さわやかカップル、昨年は６組だということですけれども、書き

方が私はちょっと迷ったのですけれども、各５万円掛ける６組、５万円掛ける６は

３０万円だなと思って、そうしたら多分これは現金５万円で、商品券５万円で、何

か掛けるがついていれば、こういう書き方が果たして正しいかなと思いましたけれ

ども、それはそれとして、だったら６０万円だよなと。でも、６５万円の支出にな

っております。というのは、細かいことですけれども、この５万円は何でしょうか。  
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〇委員長（茶屋 隆君） 町民生活課長、鶴飼靖紀君。 

〇町民生活課長（鶴飼靖紀君）  この５万円につきましては、１組の方の受領手続が遅れ

まして、商品券の請求が令和５年度になりまして、それの支出分の５万円でござい

ます。 

〇６番（中村正志君） 令和４年と令和５年と２か年という意味。 

〇町民生活課長（鶴飼靖紀君）  前年度分の支出の分が令和５年度に延びたものでござい

ます。 

〇６番（中村正志君） 分かりました。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  長寿祝金、１００歳も昨年も３人いらしたが、最近では１００歳

到達の方々珍しくなくなっている時代になってきているなというふうに、長寿社会

になっているなと思いまして、そこで、ある方からちょっと相談されたのですけれ

ども、うちのおばあさんは１００歳になったけれども、まだ家にいて、全く介護等

も必要なく自分一人で全部生活できていると。介護保険も１回も使ったことがない

と。でも、介護保険は支払っていると。そういうふうな元気に１００歳に到達する

人たちもいる。片やちょっと病気がちの人もいる。様々だとは思うのですけれども、

そういうただ単なる１００歳到達者に対する長寿祝金もそれはそれでいいと思うの

だけれども、例えば介護保険を使う、使っていないというふうなのは、もしかすれ

ば広域なんかで把握できているのではないかなと思いますけれども、そういう１０

０歳を超えてもなおかつ介護保険も使ったことがなく元気で生活している人がいる

のであれば、何らかの形でまた別なお祝いといいますか、表彰するなり、何かそう

いうふうなことも考えてもいいのかなというふうに思ったのですけれども、やっぱ

り何か払っている側とすれば、もったいないような言い方もされていましたけれど

も、何かそういうふうな人も実際いるのだよということが私問合せされましたので、

もしそういうことも考えてほしいなと思いますけれども、いかがでしょうか。 

〇委員長（茶屋 隆君） 健康福祉課長、竹澤泰司君。 

〇健康福祉課長（竹澤泰司君） ただいまの中村委員のご質問にお答えします。 

    どうしても介護保険、医療保険等につきましては、使う、使わないは個人的に差

がありますので、その辺はちょっとご理解のほうよろしくお願いしたいと思います。 

    全く元気で使ったことのない１００歳を迎えられた方、本当に理想的な、町で目

指している元気な高齢者ということでございます。そちらのお祝金、この場で説明

というか、この場ではお話はできませんが、近隣の各市町村等、あと二戸広域等と

相談しながら、ちょっと検討させていただきたいと考えます。 

    以上でございます。 
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〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。そのほかに。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  もう一つ、いきいきシルバー活動、これシルバー人材センターの

ことかなと思いますけれども、現在シルバー人材センターのほうの活動の状況はど

のような状況なのか。議会のほうでもシルバー人材センターの協力をいただきなが

ら、軽米病院の環境整備というのを一緒にやっているのですけれども、何か聞くと

ころによると入会する人たちも少ないようなお話もあったり、何かあまりそんなに

活動が盛んではないようなことが耳にする場合があるのですけれども、どのような

活動状況になっているのかお知らせいただければと思います。 

〇委員長（茶屋 隆君） 健康福祉課長、竹澤泰司君。 

〇健康福祉課長（竹澤泰司君） ただいまのご質問にお答えします。 

    すみません、うちのほうでもちょっと詳しい数等は把握しておりませんが、活動

状況につきましては、依頼はあるが、人が少なくて対応できない状況にあるという

ことは伺っております。やはり若い６０歳を超えた方といっても、現在も６０歳を

超えた方でも普通に仕事のほうをされている方が増えてきていまして、なかなか新

たな会員というのは応募していただけないというふうな状況だということで伺って

おります。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。では、ほかに。 

             〔「なし」と言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） では、なければ３款民生費、２項児童福祉費から説明を求めた

いと思います。 

    町民生活課分。町民生活課長、鶴飼靖紀君。 

〇町民生活課長（鶴飼靖紀君） ２項児童福祉費について説明いたします。 

    （１）の児童福祉事業でございます。主要施策の説明書９ページ、決算書９６ペ

ージになります。すこやかベビー祝金制度について説明いたします。令和５年度は

第１子から第４子以降の１７名の出産者に対して商品券や現金合わせまして１１９

万円を支出してございます。 

    （３）の福祉対策医療費につきまして説明申し上げます。主要施策の説明書９ペ

ージ、決算書は９８ページになります。乳幼児、妊産婦、ひとり親家庭及び小学生

から高校生までの児童生徒に対しまして、医療費の一部を給付することにより、適

切な医療の受診と健康の維持に努めたものでございます。医療費助成全体で２，５

８８万９，０００円の支出となっております。内訳につきましては、記載のとおり

でございます。 

    町民生活課分につきましては、以上でございます。 
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〇委員長（茶屋 隆君） 次に、健康福祉課分。健康福祉課長、竹澤泰司君。 

〇健康福祉課長（竹澤泰司君） それでは、健康福祉課分についてご説明いたします。 

    決算書につきましては９８ページでございます。（１）、児童福祉事業の②、児

童手当についてご説明いたします。給付児童数等につきましては、記載のとおりと

なっております。事業費は７，３０９万５，０００円となっております。児童の健

全な育成を目的に、養育している方に対して児童手当を支給した事業でございます。 

    次に、③の障害児通所給付事業でございます。利用実績は記載のとおりとなって

おり、事業費は２，０１７万５，０００円となっております。自立した日常生活、

社会生活を営むことができるよう、個々に必要な障がい福祉サービスに係る給付等

の支援を行い、福祉の増進に努めたものでございます。 

    次に、（２）でございます。母子福祉事業、事業費は２５万１，０００円で、内

容は記載のとおりでございます。 

    次に、（４）でございます。地域子育て支援ひろば運営費についてご説明いたし

ます。決算書は９８ページから１０２ページとなります。ピヨピヨ広場の利用者延

べ人数は記載のとおりとなっております。当初青少年ホームに開設しておりました

が、１２月からはかるまい文化交流センター内に移転し、開設しております。子育

て中の親子が気軽に集える交流の場を提供する事業となっております。事業費は９

３３万円でございます。 

    次に、１０ページでございます。放課後児童クラブ運営費でございます。事業費

は１，１０９万７，０００円となっております。実績は記載のとおりでございます。  

    次に、（６）、子育て世帯生活支援特別給付金給付事業についてご説明いたしま

す。給付実績は記載のとおりでございます。国の補助事業でございまして、新型コ

ロナウイルス感染症の影響を受けた低所得の子育て世帯に対し、対象児童１人当た

り５万円を給付したものでございます。 

    以上、児童福祉費の健康福祉課分の説明を終わります。 

〇委員長（茶屋 隆君） ありがとうございました。３款民生費、２項児童福祉費の説明

が終わりました。 

    質疑を受けます。質疑ございませんか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  すこやかベビー祝金制度、これを見れば昨年度４月から３月まで

に生まれた子供は１７人というふうに確認してよろしいのでしょうね。 

    そこで、ここでお祝金をあげているのは３万円と５万円、各５万円と各１０万円、

３子は１０万円で、４子以降は２０万円ですよね。各だからね。そこで、商品券を

多くおあげしているのですけれども、私はちょっと分からないですけれども、子供

が生まれてすぐに何かに使いたいといったときに、商品券で軽米町で用が足りるの
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かなというふうにちょっと思ったりして、もらった人は文句は言わないでしょうけ

れども、果たして現金のほうがいいのではないかなというふうにちょっと私ふと思

ったのですけれども、というのは、子供が生まれたばかりの場合、何かに使うとい

うふうな場合、商品券で軽米町の店から何かを買ってくるための費用というよりは、

何かいろいろと軽米町にないものであれば町外に行かなければならない。また、病

院に払わなければならないと現金が必要だと、そういうふうなこと等を考えた場合

に、果たして商品券でいいのかなというふうに私今ふと思ったのですけれども、そ

ういう声は聞こえてこないでしょうか。いかがでしょうか。 

〇委員長（茶屋 隆君） 町民生活課長、鶴飼靖紀君。 

〇町民生活課長（鶴飼靖紀君） ただいまの質問にお答えいたします。 

    商品券につきましては、町の商店の活性化も含めた事業でございまして、商品券

支給については、出産者の方から何も意見がございませんので、そのまま商品券の

発行をしているものでございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） との説明です。よろしいですか。 

〇６番（中村正志君） しようがない。 

〇委員長（茶屋 隆君） 上山委員。 

〇３番（上山  誠君） この祝金ですけれども、予算としては結構取っていても、結局あ

げる以上に不用額になっていますよね。ここの１４９万円ということですよね。思

い切ってこれも、もう生まれてくる子が少ないですから、第１子からを増やすよう

な施策はしないものでしょうか。 

〇委員長（茶屋 隆君） 町民生活課長、鶴飼靖紀君。 

〇町民生活課長（鶴飼靖紀君）  予算につきましては、精査していきたいと考えておりま

す。 

    あと、見直しにつきましては、令和３年度に見直しをして、現在４年目になって

おりますので、もう少し様子を見て、金額を増やすなり、額を減らすなり、そうい

うふうな見直しはもうちょっとしてから精査したいと思います。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。 

    上山委員。 

〇３番（上山  誠君） この４年間、見直して４年間といいますが、４年間ずっと減り続

けているのは事実ですけれども、すぐにでも見直して、軽米町独自の祝金、目玉に

なるようなこともやってもいいのでは、予算として取っているのですから、そうい

うことをやっても大丈夫なのではないかと思うのですが、どうでしょうか。 

〇委員長（茶屋 隆君） 町民生活課長、鶴飼靖紀君。 
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〇町民生活課長（鶴飼靖紀君）  先ほども申しましたとおり、予算と、あと支給の内容に

つきましては、これから精査してまいりたいと考えております。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） 以上です。そのほかございませんか。 

    江刺家静子委員。 

〇５番（江刺家静子君） 小学校のＰＴＡの方たちとの懇談会の中で出たのですけれども、

保育園に子供を入れないで家庭で子供を保育している場合に、何か手当が１万円と

いうのがあったそうなのですけれども、何か今年度からかな、それとも昨年度から

なのか、それがなくなったみたいなのですが、制度そのものがなくなったのか、い

つの間に消えたのでしょうというのがありましたけれども、なくなりましたか。 

〇委員長（茶屋 隆君） 休憩します。 

               午後 １時４７分 休憩 

――――――――――――― 

               午後 １時４７分 再開 

〇委員長（茶屋 隆君） 再開します。 

    健康福祉課長、竹澤泰司君。 

〇健康福祉課長（竹澤泰司君） ただいまの質問にお答えします。 

    ただいま江刺家委員がお話、ご質問にあった事業でございますけれども、今年度

は実施しておりません。昨年度までは実施しておりましたが、非常に対象者が減っ

てきていまして、去年対象となった方もほぼ保育園のほうに入園されたということ

で、本年度につきましては広く皆さん子供におむつ代のほうを支給する事業を新た

に始めておりますので、そちらの事業に代えさせていただいております。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） ということです。よろしいですか。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君） ということは、全員保育園に入っているということですか。生

まれれば、生まれた、入っているとかというのは分かると思うのですけれども、そ

の制度多分知らないというか、知らないでいる人もあるのではないかなと思ったの

ですけれども、どうですか。やっぱり広くというか、１人で１万円もらえるという

のはまた大変助かるかと思うのですけれども。 

〇委員長（茶屋 隆君） 質問の１万円払うとか、そういうことを知らないとか、それと

もおむつを支給するとか、どっち、今聞きたいところは。 

〇５番（江刺家静子君）  毎月１万円支給するというのは、やめたというのは、対象者が

いないというようなことだったのですか。本当に。 

〇委員長（茶屋 隆君） では、もう一回、健康福祉課長、竹澤泰司君、ご説明願います。  
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〇健康福祉課長（竹澤泰司君）  すみません、私の説明が悪かったのかもしれませんが、

まずそちらの毎月１万円の事業につきましては、対象者が本当に限られた方で、そ

ちらの事業よりも、今年度につきましては、広く皆様赤ちゃんにおむつ代を支給す

るほうを今年度は事業として採択させていただいております。という説明でよろし

いでしょうか。そちらの事業については今年度はやっておりません。 

〇委員長（茶屋 隆君） 納得しましたか。大丈夫ですか。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君） それは町単の事業でしたか。町の単独の事業でしたか、１万円。 

〇委員長（茶屋 隆君） 健康福祉課長、竹澤泰司君。 

〇健康福祉課長（竹澤泰司君）  こちらの事業につきましては、国費が入っている事業で

ございます。昨年度まで対象となっておりました皆さんにつきましては全員入園さ

れたということで、あと今年度につきましては、ちょっと新たな対象者の方は確認

できませんでしたので、今年度はそちらに代わりまして広くおむつ代ということで

皆様にお配りするほうの事業を新たに始めたという経緯でございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。 

〇５番（江刺家静子君） 分かりました。 

〇委員長（茶屋 隆君） ほかにございませんか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君） 放課後児童クラブのことでちょっとお伺いしたいのですけれども、

児童クラブ運営に関して１，０００万円余りの経費がかかっているようですけれど

も、いっぱい聞くということなのですけれども、別な形でも聞かなければならない

ですが、取りあえず１つ、７７人まず利用しているようですけれども、これ各晴山、

軽米、小軽米、それぞれの学区ごとの内訳を教えてほしいのですけれども、それ１

つと、何か１か月５，０００円の経費がかかるようですけれども、この５，０００

円の根拠は何なのかということを父兄、親から言われたのですけれども、その辺の

この２つのこと教えてください。 

〇委員長（茶屋 隆君） 健康福祉課長、竹澤泰司君。 

〇健康福祉課長（竹澤泰司君）  ただいまの中村委員のご質問でございます。大変申し訳

ありません。学区ごとの人数、手元に数字がございませんので、後ほど調べてから

お知らせしたいと考えております。 

    あと、同じく５，０００円の積算根拠ということですが、すみません、こちらに

関しましてもちょっと確認してから後ほどお知らせすることにさせていただきたい

と思います。 

〇委員長（茶屋 隆君） では、確認してから報告ということでよろしいですか。 
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〇６番（中村正志君） はい。 

〇委員長（茶屋 隆君） そのほかに。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  そのことについては、また後で何かの形で調査があるかと思いま

すので、そこは調べておいていただければと思います。 

    あと、ピヨピヨ教室が１２月から新しいところになったと思うのですけれども、

ここはここで書いてはいるのですけれども、利用状況というのは、人数だけではち

ょっとあれですけれども、果たして当初予想した状況と比較していかがなのでしょ

う。どのようにお感じになっていますでしょうか。何かどっちかというと、私も昨

年度何回か行ったとき、ほとんどお客さんがいない状況のとき見ているようなとこ

ろがあったりしているのですけれども、当初想定した状況とどのような人数、数字

だけではなく、利用状況、かなり部屋も広くて立派な施設だなというふうな感じは

あるのですけれども、その辺の状況をどのようにつかんでいらっしゃるか教えてく

ださい。 

〇委員長（茶屋 隆君） 健康福祉課長、竹澤泰司君。 

〇健康福祉課長（竹澤泰司君）  ただいまのご質問でございます。ピヨピヨ教室に係るも

のでございます。こちらの利用実績につきましては、昨年度よりは増えている状況

でございます。登録している方につきましては、利用者の方につきましては、平日

は確かに以前と同じような少ない状況でございますが、土曜日と休みの日につきま

しては軽米町内のみならず、他の市町村からもご利用の方がいらっしゃっている状

況でございます。利用状況につきましては、以上のとおりでございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  ピヨピヨ教室ということですから、本当の乳幼児といいますか、

本当の小さい子を対象にした施設なのかなというふうに思うのですけれども、結構

広い、いい場所、施設だなというふうに外から見て感じていましたけれども、子供

を持つ親の人たち、例えば低学年だとか未就学児でも、３歳、４歳、５歳ぐらいの

子供たちでも、もしかして利用を増やすといいますか、そういうふうな人たちも利

用できるような状況にはならないものなのかなというふうにちょっと感じたりして、

というのは、親の世代といいますか、子供、小学生を持つ親の人たちの話から、宇

漢米館で全然子供が遊ぶようなところが何もないというふうに、我々には関係ない

施設だなというふうな捉え方をされている人たちが結構多いのです。だから、そう

いうふうなことを考えれば、例えばこういうふうな本当に小さい子だけではなく、

中には例えば雨が降った日に遊ぶところがないしというふうなところも、そういう

話もあったりして、そういう何かもう少し上の年代の人たちも遊べる場所としても
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活用できないものかなというふうに思うのですけれども、そういうふうなことは不

可能でしょうか。いかがでしょうか。 

〇委員長（茶屋 隆君） 健康福祉課長、竹澤泰司君。 

〇健康福祉課長（竹澤泰司君） ただいまの中村委員のご質問にお答えします。 

    ピヨピヨ教室につきましては、特に年齢等は制限を設けておりません。平日につ

きましては、やはりそのぐらいの年代のお子さんは保育園、幼稚園等に登園されて

おりますので、本当に幼い小さな子供と、あと親御さんがいらっしゃっている状況

でございます。あちらのピヨピヨ教室につきましては、子供が遊ぶ場、あとお母さ

ん方、親御さんが子育てに対する質問等相談をされる場でもございますので、とい

うことで現在の使用状況になっております。 

    土日につきましては、ご兄弟連れて遊びにいらっしゃっている方々もございます

ので、平日に比べて３倍程度の利用者の状況でございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。 

〇６番（中村正志君） いいです。 

〇委員長（茶屋 隆君） ほかに。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君）  決算書１０４ページの上のほうなのですけれども、ちょっとこ

れの内容がよく分からなかったので、いわて子育て応援在宅育児支援金給付事業費

の中で５５万円の支出をしています。備考欄は、軽米町子育て応援住宅育児支援金

となっていますが、これはどういう方に支援して、これは何件分くらい、この事業

の内容がよく分からないので。 

〇委員長（茶屋 隆君） 健康福祉課長、竹澤泰司君。 

〇健康福祉課長（竹澤泰司君） こちらの軽米町子育て応援在宅育児支援金でございます。

こちらは、先ほど江刺家委員からご質問がありました月１万円、家庭で見ているお

子さんに対して毎月１万円というのがこちらの事業でございます。令和５年度の実

績でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。 

    江刺家委員。 

〇５番（江刺家静子君）  ちょっと今間違ったのは、住宅育児ではなくて、在宅育児支援

金でした。これちょっと文字読み間違いまして、失礼しました。これは、私住宅育

児となっているから、赤ちゃんが生まれた人に新しい家を建てれば支援をくれるの

かなと思ったのですけれども、そうではなくて、先ほどの１万円の件ということは、

この５５万円分のまず件数があったということですよね。小学生を持ったお母さん

から質問が出て、何か消えてしまったのですけれども、どうなったのでしょうかと。
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その方は、その前までは在宅で育児をしていて、今たまたまちょっと仕事、たまた

ま保育園に入れることができたということだったので、そういう質問が出たので、

さっき質問しました。結構あるので、本当はこれがそのまま続けていれば助かる人

もいるのではないかなと思いました。 

〇委員長（茶屋 隆君） 健康福祉課長、竹澤泰司君。 

〇健康福祉課長（竹澤泰司君）  繰り返しになりますが、こちらの５５万円ですが、月１

万円でございますので、最大１人１２万円なので、５５万円といいましても、対象

者につきましては４名、５名程度でございます。その方たちにつきましては、今年

度は皆さん保育園のほうをご利用いただいておりますので、新たな事業のほうに乗

り換えたということで、先ほどのご説明の繰り返しになりますが、よろしくお願い

いたします。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。 

    あとなければ、民生費まで終わって、３時１５分まで休憩したいと思います。 

             〔「２時」と言う者あり〕 

〇委員長（茶屋 隆君） 大変失礼いたしました。２時１５分まで休憩します。 

               午後 ２時０２分 休憩 

――――――――――――― 

               午後 ２時１５分 再開 

〇委員長（茶屋 隆君） それでは、時間になりましたので、休憩前に引き続き会議を始

めます。 

    先ほど町民生活課分で１点残しておいたものがございますので、町民生活課長、

鶴飼靖紀君よりご説明をお願いいたします。 

〇町民生活課長（鶴飼靖紀君）  先ほど中村委員からのご質問がございました戸籍の届出

の数につきましてご説明申し上げます。 

    こちらにつきましては、軽米町に住所を置いていない方も含まれますので、数が

多くなってございます。まず、出生につきましては５６件でございます。婚姻届に

つきましては９７件でございます。死亡届につきましては２１６件でございます。

あと、その他の届出につきましては９７件、合わせまして４６６件の戸籍の届出が

ございました。また、マイナンバーの取得につきまして、現在申請して、できてき

ているマイナンバーの数ですが、６，８４１枚となっております。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） 中村委員、よろしいですか。 

〇６番（中村正志君） いいです。 

〇委員長（茶屋 隆君） では、４款衛生費、１項、２項、健康福祉課主幹、日向安子君、

ご説明お願いいたします。 
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〇健康福祉課主幹（日向安子君） それでは、４款１項保健衛生費についてご説明をいた

します。 

    主要施策の説明書は１０ページとなります。決算書は１０６ページからとなりま

す。まず初めに、２目の母子保健活動費の説明となります。こちら報償費と委託料

を事業費として掲載させていただいております。母子保健活動につきましては、安

心、安全な妊娠、出産の経過をたどり、子供が心身ともに健やかに育つことを目指

し、母子保健活動を実施しております。妊産婦健診への公費助成と、それに伴う交

通費の助成、また母子健康手帳の交付時の面接による妊婦を取り巻く生活実態の把

握と、その後の支援など精神面の支援を含め対応してまいりました。健診や訪問の

件数につきましては、資料を参照いただきたいと思います。また、出産後の健やか

な成長をご家族とともに見守る健診の実施と、子供の頃からのよりよい生活習慣の

習得に向けて、食事や歯科保健の面からの働きかけを行いました。また、就学に向

けて支援が必要な子供と、その親御さんへの支援としまして、年中の子供を対象に

５歳児教室を実施しております。こちらの件数は、参加の子供４１名となっており

ます。各保育園や小学校、教育委員会からの参加をいただいており、就学支援に向

け連携が図られ、継続した就学支援につながる事業となってございます。母子保健

事業の報償費並びに委託料は４８４万２，０００円でございました。 

    次に、３目の予防費でございます。決算書は１１０ページとなります。令和５年

度の主要な事業としましては、新型コロナワクチン接種でございましたので、こち

らを補足で説明いたします。感染症分類の５類移行後も感染蔓延予防としまして、

健康ふれあいセンターを会場に新型コロナワクチンの集団接種を実施いたしました。

こちらに係りました委託料は１，９２５万７，０００円となっております。令和５

年度に実施しました春開始接種と秋開始接種の合計接種件数は、健康ふれあいセン

ターでの接種が５，７８１件、健康ふれあいセンター以外での主に住所地外接種が

５８３件となっております。また、接種の際の福祉タクシーの利用は１５９件とな

っております。 

    次に、（３）、基本健康診査等実施事業でございます。決算書は１１２ページか

らとなります。各種健康診査に係る委託料は２，２６５万８，０００円でございま

した。病気の早期発見、早期治療を目標として、健診の受けやすさや受診率の向上

を目指して健診の個別化を拡大してまいりました。受診者の状況につきましては、

資料のとおりでございます。 

    続きまして、（４）、健康増進事業について説明いたします。こちら５０歳人間

ドックは、働き盛り世代の病気の早期発見と早期治療を目指しているものです。受

診者は４７名でございました。対象者は９２名となっております。９２名中の４７

名の方が受けております。約半数の受診率となっておりました。また、ＪＡの岩手
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県厚生連の一日人間ドックでは４４名の方が受診しております。こちらは、対象年

齢の方に１万円の補助をしております。予算につきましては、１８３万４，０００

円でございました。 

    以上で健康福祉課、健康づくり担当からの説明を終わります。 

〇委員長（茶屋 隆君） ありがとうございました。 

    それでは、町民生活課分。町民生活課長、鶴飼靖紀君、説明をお願いいたします。  

〇町民生活課長（鶴飼靖紀君）  町民生活課、（５）番でございます。一番下、１０ペー

ジの一番下になります。軽米町火葬場維持管理事業といたしまして、火葬炉の主燃

炉及び再燃炉の保守点検業務を行い、事業費として３３万円を支出してございます。

火葬炉の正常な維持管理に努めたところでございます。 

    町民生活課分は以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） ２項の清掃費も一緒に。 

〇町民生活課長（鶴飼靖紀君） 清掃費。 

〇委員長（茶屋 隆君） はい。 

〇町民生活課長（鶴飼靖紀君） ２項清掃費についてご説明申し上げます。 

    主要施策の説明書１１ページ、決算書は１１６ページになります。生活環境衛生

の推進といたしまして、町民総参加によります町内一斉清掃の日を８月の第１日曜

日に設定いたしまして、道路や河川等の清掃を行うクリーンアップデーを実施して

おります。行政区や子供会単位で美しい町づくりと生活環境の高揚に努めておりま

す。 

    （２）でございます。一般廃棄物収集運搬事業につきましては、家庭系の一般廃

棄物の収集運搬を行い、生活環境の維持確保に努めたところでございます。令和５

年度の収集実績につきましては、記載のとおりでございます。事業費につきまして

は、３，２３６万７，０００円でございます。 

    （３）の高齢者ごみ出し支援事業につきましては、現在の事業の利用者は２２名

でございます。事業費につきましては、７７万８，０００円でございます。 

    （４）のごみ収集員控室整備工事につきましては、９４１万１，０００円の事業

費で、ごみ収集員の控室を整備したところでございます。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） 次に、地域整備課分。地域整備課長、神久保恵蔵君。 

〇地域整備課長（神久保恵蔵君）  続きまして、同じく４款１項保健衛生費、地域整備課

担当分をご説明申し上げます。 

    それでは、主要施策の説明書１１ページに基づいてご説明申し上げます。４款１

項の保健衛生費ですが、（６）、生活環境衛生の推進といたしまして、浄化槽設置

整備事業費補助金を５人槽６基、７人槽９基、合計１５基に対して助成しておりま
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す。事業費は６６０万６，０００円でございます。生活排水による河川の水質汚染

の改善と生活環境の向上を図るため、公共下水道区域外における浄化槽の設置者に

対して費用の一部を補助し、浄化槽の普及推進に努めたところでございます。 

    続きまして、（７）、飲用水確保対策事業でございます。飲用井戸等の整備事業

として申請のあった３件に助成しております。事業費は１０６万９，０００円でご

ざいます。給水区域以外での飲用井戸等の整備を促進し、安全な飲用水の安定的な

確保を図ることに努めたものでございます。 

    地域整備課分は以上とさせていただきます。 

    あと、一般会計のほうになりますが、４款３項の水道事業につきましては、決算

書では１１８ページとなっております。こちらは、水道事業会計で後ほど説明した

いと思います。 

    説明は以上となります。 

〇委員長（茶屋 隆君） 説明が終わりましたけれども、私のほうからお願いですけれど

も、今日は３時をめどに終了したいと思いますので、ご協力お願いいたします。 

    では、説明が終わりましたので、質疑を受けたいと思います。質疑ございません

か。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  健診と健康増進と、ちょっとどう違うのかなと。健康増進事業と

して５０歳人間ドックが位置づけられているようですけれども、約半数の人の受診

だと。かつてはほとんどの人が受けたのではないかなというふうに思っているので

すけれども、ここ最近この５０歳人間ドック受けない人たちが増えてきているとか

というのは今までも聞いていましたけれども、これでかなり早く早期発見とかとい

うのがあったというのも聞いたりもしていました。これなぜ少なくなっているのか

ということをまず１つ、この辺の事情をどのように把握しているかというのを先に

お伺いします。 

〇委員長（茶屋 隆君） 健康福祉課主幹、日向安子君。 

〇健康福祉課主幹（日向安子君） ただいまの中村委員の質問にお答えいたします。 

    調査をしたわけではないのですけれども、まずふだんの健診でドックの内容が網

羅されてきていたというのもあったと思っておりました。そこで、脳ドックをオプ

ションにつけるといったような工夫をして、若干ですけれども、受診率が改善して

きているようには考えておりました。 

    以上です。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいでしょうか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  ５０歳、私も当時は受けたことがありましたけれども、やはり一
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つにこういうものを受けていれば、結果を聞いて安心したり、ちょっと心配になっ

たり、それは結果次第でしょうけれども、ただ５０歳で終わって、あとはなかなか

受けることがない。基本健康診査は受けてはいたりするのですけれども、でもまだ

心配、これが始まった当時と比べれば、かなり高齢化社会というか、寿命も延びて

きているのではないかなというふうに思うわけですけれども、それを考えた場合に

５０歳だけで、当時よりは人数も少なくなってきているし、費用も逆に言えば少な

く済むような状況であれば、例えばＪＡでやっている一日人間ドックのほうにもう

少し支援をしたりとか、これも何か年に１回か２回しかないような話、これももう

少し、何かもう少し年に何回かその人の都合がいいときに受けられるような、そう

いうふうなときに補助して、そういうふうなところを受診してもらうとかというふ

うな回数を増やして少し町民の健康を守るといいますか、そういうふうな手だてを

考えていく時期になってきているのではないかなと、私はこう思うわけですけれど

も、今までの流れを継続してきているような気がするのですけれども、その辺やは

りもっともっと健康な人たちをずっと増やしていく手だてを考えてほしい。ある日

突然すぐに亡くなったという人たちも結構いますので、だから病気を発見できてい

ないというふうなものもあるのかなと思ったり、その辺のところをちょっと考えて

いってもいい時期になってきているような気がするのですけれども、いかがでしょ

うか。 

〇委員長（茶屋 隆君） 健康福祉課主幹、日向安子君。 

〇健康福祉課主幹（日向安子君） ただいまの中村委員の質問にお答えいたします。 

    予防の観点から見ますと、５０歳で、もしかしたら遅いのかもしれないという議

論は課のほうで重ねてきました。予防というところでしたので、年齢を上げるとい

うところはちょっと考えてはおらなかったところなのですけれども、全額補助を出

している事業でもありますので、今後検討していきたいと考えております。 

    あと、一日人間ドックの回数についてですけれども、こちら回数はただいまＪＡ

のほうで１回の予約だけになっているのですけれども、それは年に１回受けること

は変わらずに、実施の時期を２回に分けるとかと、そういうことだったでしょうか。 

〇６番（中村正志君） はい。 

〇健康福祉課主幹（日向安子君）  そちらにつきましても、他市町村の様子とか、あとは

ＪＡのほうと相談をしながら、どのようにしていったらいいかというところを課内

で検討してまいりたいと思います。 

    以上です。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいでしょうか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  今、私もよく分からないのですけれども、ＪＡの一日人間ドック
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と言っていましたけれども、町独自での一日人間ドックというのはできないのです

か。 

〇委員長（茶屋 隆君） 健康福祉課主幹、日向安子君。 

〇健康福祉課主幹（日向安子君） ただいまの質問にお答えいたします。 

    独自のといいますと、ちょっと今思い浮かぶのが、ぴんとこなくているのですけ

れども、集団健診をやっておりますし、また一日人間ドック、農協等で委託してお

りましたので、特に町で独自で私たちが健診をやるというところはちょっと今頭に

なかったところでございました。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいでしょうか。ほかに。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  やり方だと思うのですけれども、いろんな形で受けやすい状況を

つくってもらえればいいかなと。個人で行っている人も中にはいるかと思いますし、

その辺のところを含めてやって、広く受診するような状況をつくってほしいなと思

います。 

    それから、健康ふれあいセンターの経費もあるようですけれども、ほかの人が質

問したものをするのもあれですけれども、病児保育の質問をされて、何か答弁はか

なり否定的な答弁だったなというふうに私は思ったのですけれども、逆に言えば、

軽米町の場合、健康ふれあいセンター、多分保健センターと同じことだと私は当時

思っていましたけれども、軽米町は画期的な県立軽米病院に隣接させながら、そう

いうふうな保健センターを建てて、保健、医療、福祉、三位一体となって進めてい

くのだというふうな形で、ほかの市町村よりも先進的な取組を始めたなというふう

に私は記憶していました。今や何かそれも最近は健康ふれあいセンターは介護系の

事業をやるのだというふうな出先機関でしかないというふうなことを、何かちょっ

と当初とやり方が変わってきているなというふうに私は思っていましたけれども、

その辺はどうなっているのか。 

    いずれ、ただあそこが今の健康づくり担当ということで保健を主に行うところで

もありますし、デイサービス等も今なくなって、場所的にもかなり広い施設になっ

てきているなというふうに、なっているのですけれども、この前の説明では、病児

保育をやるにはいろんな要件が必要だというふうなことをお話しされていました。

ただ、軽米病院との協力体制をつくって、また健康づくり担当の職員等も勘案しな

がらしていけば、もしかすれば病児保育というのはあそこで十分可能な状況にある

のではないかなと私は素人考えとして思うわけですけれども、何かこの前の答弁だ

と、全くそういうふうなものを含まないで説明されていたと。やはり今の若い人た

ちの、小さい子供を持つ親にすれば、病児保育、我々も懇談会、この前３地区でや

ったのですけれども、３地区でも全てのところからその話が出ました。それだけや
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はり自分たち親として病気になった子供をほっておけないということで、それでも

民間ではなかなか仕事を休むのも非常に難しい。そういうふうなときに、やはりそ

ういうふうな病児保育があれば、すごく助かるなというふうなのが実感したなとい

うふうなことを私は受けました。そういうふうな子供を持つ親の願いといいますか、

そういうふうな希望等を勘案すれば、ぜひ考えてほしいなというふうに思うわけで

すけれども、どうしても軽米町では無理な状況にあるのかどうか再度お伺いしたい

のですけれども、いかがでしょう。 

〇委員長（茶屋 隆君） 健康福祉課長、竹澤泰司君。 

〇健康福祉課長（竹澤泰司君） ただいまの中村委員のご質問にお答えします。 

    確かに一般質問の答弁の際に、かなりハードルが高いというお話をさせていただ

きました。ただ、町で実施するとなれば、場所としては健康ふれあいセンターが多

分最も好適なものと考えております。病児保育になりますと、どうしても医療のほ

う、小児科の先生の密接な協力等必要になりますので、ちょっと前になるのですが、

医療局の方とお話しする機会がございまして、その際にちょっと可能かどうかとい

うことでご相談させていただきました。県内では実績はないということで回答をい

ただき、持ち帰って検討しますというお話をいただいておりますので、全く見込み

がないというわけではございませんが、かなり難しいものだと現在考えております。 

    病後児保育の実現のほうは、ちょっと可能性があると考えておりますので、そち

らのほうをちょっと検討してまいりたいと考えておりました。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。そのほかありませんか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  火葬場のことをお伺いしたいのですけれども、火葬場は、何と表

現を使えばいいのか、あそこは焼く人と言えばあれだから、委託していると思うの

ですけれども、あれは毎年入札か何かして業者が替わることでしょうか。現在また

昨年と今年とまた違うところがやっているのか、同じところがやっているのか、ち

ょっとその辺の状況。 

〇委員長（茶屋 隆君） 町民生活課長、鶴飼靖紀君。 

〇町民生活課長（鶴飼靖紀君）  火葬場業務につきましては、長期継続契約で同じ業者に

何年か継続でお願いしてございます。今年も去年と同じ業者でお願いしてございま

す。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいでしょうか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  具体的に、ちなみにどこの業者、町内ということで、どちらの業
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者か教えていただけますか。 

〇委員長（茶屋 隆君） 町民生活課長、鶴飼靖紀君。 

〇町民生活課長（鶴飼靖紀君） 軽米玉泉院でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいでしょうか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君） トイレのことでお伺いしたいのですけれども、こことトイレの関

係の担当なようですから、軽米町には公衆トイレとかいろいろトイレがあると思う

のですけれども、やはり今トイレの関係はかなりシビアになってきているというか、

小さい子供たちも立っておしっこができない、座ってみんなやるとかという、いろ

んな形態が変わってきている状況で、水洗でないと使用できないとかといういろい

ろあると思うのですけれども、町に今ある公衆トイレがあるとは思うのですけれど

も、それらの現状を把握した上で、町内全体、全域でのトイレといいますか、トイ

レ計画みたいなものをつくるべきでないのかな。例えば観光地である雪谷川ダムフ

ォリストパーク・軽米は非常にあまりよくない、使えないようなトイレだと。だか

ら、そういうふうなトイレはどんどん廃止し、例えばこの近くであればロマンの森

にもトイレがあるようですけれども、いろんなトイレ等を改善して、少しトイレが、

軽米町に行けばきれいなトイレがいっぱいあるよというふうなイメージアップを図

るような町づくりも必要ではないのかなというふうに、印象としては非常に好印象

につながるような気がするのですけれども、課内でそういう話は今のところはない

とは思うのですけれども、将来的にそういうふうなものをどこかで発案して、みん

なで話合いをして、そういうふうな計画を立てて、少しイメージアップを図る町づ

くりにつなげていただければなと思うのですけれども、担当課長だけの考えだけで

もいいのですけれども、お話ししていただければと思いますけれども、いかがでし

ょうか。 

〇委員長（茶屋 隆君） 休憩します。 

               午後 ２時４０分 休憩 

――――――――――――― 

               午後 ２時４１分 再開 

〇委員長（茶屋 隆君） 再開します。 

    町民生活課長、鶴飼靖紀君。 

〇町民生活課長（鶴飼靖紀君）  町内のトイレがどれぐらいあるか、ちょっと今のところ

分かりませんし、和式、洋式がどれぐらいあるかもちょっと今の状況分かりません

ので、まず状況を検討しながら、いろいろな改善に努めてまいりたいと思っており

ます。 

    以上でございます。 
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〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  とっぴ的な話だったのですけれども、ただこれはやっぱり早い者

勝ちといいますか、逆に言えば、早くそういうふうな町づくりを手がければ、かな

り他市町村にアピールできるのではないかなと思いますし、そういうふうなことも

考えてほしいなと思いますので、まず検討していただければと思います。 

    次のクリーンアップデーですけれども、クリーンアップデーでどれだけ、実施報

告みたいなものを受けているかどうか、まず各行政区から。ここをまず１つお伺い

したいのですけれども、実際今この町全体が本当に、町全体で１日清掃の日になっ

ているのかどうか、ちょっと私は、それぞれのやっているところと、偏っていると

ころとかとあるような気がするのですけれども、これをクリーンアップデーやった

当初からの趣旨といいますか、そういうふうなのから、ちょっとずれてきてはいな

いか、その辺のところをどのように検証されているのか、ちょっとお伺いしたいで

す。 

〇委員長（茶屋 隆君） 町民生活課長、鶴飼靖紀君。 

〇町民生活課長（鶴飼靖紀君） ただいまの質問にお答えいたします。 

    報告を受けているかどうかでございますが、子供会であったり、各行政区であっ

たりという形での、ごみ袋を欲しいということで町民生活課のほうに申請あります

ので、そちらのほうにつきましては報告は受けてございます。また、各行政区につ

きましては、それぞれの形でのクリーンアップデーだと思いますので、報告自体は

受けてございません。 

    クリーンアップデーの趣旨から外れているのではないかということでございます

が、最初の趣旨につきましては、自分のところをきれいにしてお盆を迎えましょう

という趣旨で始めたものだと思います。現在高齢化であったり、少子化であったり

して作業する方も少なくなってきていると思いますので、それぞれの行政区ででき

る範囲でのクリーンアップデーで実施していただければというふうに思っておりま

す。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいでしょうか。 

    中村委員。 

〇６番（中村正志君）  各行政区に対しての要請ということもなかなか言いづらい部分は

あるのかな。ある行政区では、自分たちの資金でやって、それらで謝礼等を出した

りしているところもあったり、農薬といいますか、除草薬をまいてやっているとか、

かなりもう半日以上かけて近くの町道関係の草刈りとかやっているとかというふう

なところも聞いたりしています。そういうふうなものはそれで大したすばらしいな。
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だから、逆に言えば、実施報告を受けていないのだけれども、各実態を把握するの

がまず１つ必要ではないのでしょうか。どこの地区ではこういうやり方をしている、

どこの地区ではこういうやり方をしているというのを把握した上で、では町として

何か手助けしてあげなければならない部分は何があるのかなというふうなこと等を

含めて考える時期ではないのかなと。以前にもこの議会でも結構あったのですけれ

ども、何らかの除草剤の費用を町でくれないかとか、少し報償費をあげてくれない

かとか、何かみんなその辺の話もないわけではなかったと。だから、そういうふう

な全町を含めればいろんなやり方がされているようですので、雪谷川の川沿いには

河川敷をまず草刈りをする。ただそれだけで終わってしまっているような状況もあ

る。だから、それだけで果たしていいのかなと思ったり、ほかのほうではそういう

ことではなく、自分たちの道路沿いの草を刈っているとか、いろいろ事情があるか

とは思うのですけれども、その実態を把握して、それに見合うような手だてを考え

ていく時期ではないのかなと思いますが、いかがでしょうか。 

〇委員長（茶屋 隆君） 町民生活課長、鶴飼靖紀君。 

〇町民生活課長（鶴飼靖紀君）  ただいまご提言いただきました実態の調査につきまして

は、内部で検討してまいりたいと思います。今年度はもう実施した地区があると思

いますので、来年度に向けて検討してまいりたいと考えております。 

    以上でございます。 

〇委員長（茶屋 隆君） 中村委員。 

〇６番（中村正志君） もう一つ最後に、草刈りというか、そういうふうなことについて、

軽米町にも町道のほかにも県道もあるし、国道もあるし、ただその中に歩道等も結

構あると。でも、近年暑い日が続くので、草がすぐに生えてくると。せっかく草刈

りをしても、県で草刈りをしても、すぐに生えて歩道を塞いでしまっているという

ふうな状況も場所によってはあるなというふうに見ているのですけれども、その辺

のところを我々も国道だ、県道だといっても、町民である代わりに県民でもあるし、

国民でもあると。その辺の何か啓蒙活動といいますか、そういうふうなものを自主

的に、何かそういうふうなところをきれいにしていこうというふうな何か啓蒙、啓

発活動というふうな指導もあってもいいのかなというふうに感じたりもしているの

です。私はちょくちょく八戸市のほうに行くと、朝早くから南郷の人たちが歩道の

ところで草取りをしている人たちが何日かあります。あるときは一斉にみんな出て

草取りをして、見ると南郷地区の辺りの歩道にはほとんど草が出てきていないなと

いうふうに私も見たりもしています。何かそういうふうな運動も一つの地域活動の

一環だなというふうに感じたりもしているのですけれども、我々も町民として自分

たちが住んでいる地域のそういう道路付近等も含めて我々のものだというふうな意

識を持つような形で、何か全体がそういうふうな意識に向いてくれれば非常にいい
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なと思っているのですけれども、その辺のところ国は国、県は県、町は町というふ

うに分ける必要なく、同じ住む人間がやるべきことということでの啓発活動を何と

か町でも指導していただけないかなと思いますけれども、いかがでしょうか。 

〇委員長（茶屋 隆君） では、地域整備課長、神久保恵蔵君。 

〇地域整備課長（神久保恵蔵君） 中村委員の質問にお答えします。 

    以前より道路の草刈りについては、農家であれば４月の堰上げ、春先の雪解け後

の道路整備、自分らが田畑に行くための、やったのもありますし、あと現在、最近

地球温暖化の関係か、成長が随分早い。私らも町道、農道、林道の草刈りでは大変

苦労しているところです。これまで同様自分の家の部分、あと自分の田畑の部分は

地元から協力をいただいて、クリーンアップデーとタイアップして環境美化に努め

ているような状況でございます。地区のほうからの要望ですと、人口減少もありま

すし、ちょっと高齢化が進んで、今までであればおじいさん、おばあさんが家の周

りを草取っている方が見受けられたのもあるし、私も実際に見ておりますが、やっ

ぱり真夏の暑いとき、ちょっと外での作業も厳しいというようなものの現状もあり

ますので、何とかクリーンアップデー、あと若い人たち、中村委員が先ほど言いま

した地区での団体でみんなで自分らの道路は自分らで美化しようという奉仕の心を

引き出すような方策を何かクリーンアップデーまたは環境美化のほうで何か引き出

せればいいなと思っておりますので、その辺は啓蒙活動を、沸き立つような何か方

策を検討してまいりたいと思います。 

    説明は以上となります。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。ほかに。 

    田村委員。 

〇７番（田村せつ君）  今、奉仕作業、クリーンアップデーのことが出ましたから、関連

しまして、前の公民館とか図書館とか、誰も住まなくなって周りが草がいっぱい生

えてきていると。そこは、やっぱり本町で、町の中心にあるから通る人も多くて、

目もいっぱいあって、草が大きくなったなとか、もう誰も住まなくなるとこういう

ふうになるのかなとかと皆さん声がいろいろ聞こえてきますので、そういうふうな

ところは本町に委託するのか、どういうふうにするのか分かりませんけれども、や

っぱり管理体制というか、そういうふうなものはどうなっているのかお聞きいたし

ます。 

〇委員長（茶屋 隆君） 休憩します。 

               午後 ２時５２分 休憩 

――――――――――――― 

               午後 ２時５２分 再開 

〇委員長（茶屋 隆君） 再開します。 
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    総務課長、日山一則君。 

〇総務課長（日山一則君） 今ご質問ありました田村委員に回答いたします。 

    遊休資産になりつつある施設というふうに考えております。町内には廃校舎にな

った施設等もありますし、そういった部分につきましては町で管理するべきものと

考えており、対応はしているところでございます。今お話あった旧軽米中央公民館、

図書館の周辺もそういった状況があるというご指摘でございましたので、その辺は

全町の遊休資産の部分含めて管理のほうは徹底してまいりたいと考えております。 

    いずれ、まだ用途といいますか、今後の利用が立っていない状況でございますの

で、町ではそこを維持管理をきちっとしていくという形で進めてまいりますので、

ご理解いただきたいと思います。 

    以上です。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいでしょうか。 

〇７番（田村せつ君） はい、分かりました。 

〇委員長（茶屋 隆君） よろしいですか。では、ないですね。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎散会の宣告 

〇委員長（茶屋 隆君） では、３時少し前ですけれども、今日はここで終わりたいと思

います。また明日、朝１０時から再開したいと思いますので、よろしくお願いしま

す。ご苦労さまでした。 

    終わります。 

（午後 ２時５３分） 


